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員
の
派
遣
の
ほ
か
、
６
月

６
日
か
ら
２
日
間
、
松
井

市
長
を
は
じ
め
、
危
機
管
理
課
や

都
市
政
策
課
の
職
員
も
現
地
入
り

し
、
阿
蘇
市
・
南
阿
蘇
村
の
土
砂

災
害
、
益
城
町
の
建
物
被
害
、
嘉

島
町
の
広
域
避
難
所
の
運
営
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
広
報
か
け
が
わ
７
月
号
「
市
長

の
維
新
伝
心
」
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
現
地
を
訪
れ
た
職
員
か

ら
は
、
屋
根
の
被
害
が
非
常
に
多

く
、
ま
た
、
激
し
く
倒
壊
し
て
い

る
場
所
が
集
中
し
、
倒
壊
家
屋
は

古
い
家
が
多
か
っ
た
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
熊
本
県
は
昔
か
ら
、
阿
蘇
の
火

山
災
害
と
水
害
が
非
常
に
多
い
土

地
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
へ

成
28
年
４
月
14
日
の
前
震
、

16
日
の
本
震
と
二
度
、
震

度
７
を
経
験
し
た
熊
本
県
。
未
曽

有
の
地
震
に
対
す
る
静
岡
県
の
自

治
体
支
援
団
員
と
し
て
、
掛
川
市

の
備
え
が
後
手
に
な
っ
て
い
た
傾

向
も
見
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
雨
や
風
に
強
い
瓦
葺
き
の

家
屋
が
多
く
、
重
い
屋
根
が
古
い

家
の
倒
壊
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
要

因
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
古
い
建
物
が
激
し
く
倒
壊
し
た

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
職
員

は
、
「
自
宅
に
食
料
な
ど
を
備
蓄

し
備
え
る
こ
と
や
、
避
難
訓
練
を

繰
り
返
し
行
う
危
機
管
理
は
も
ち

ろ
ん
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
命
を
守

る
た
め
の
耐
震
対
策
が
最
優
先
だ

と
強
く
感
じ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
市
は
、
熊
本
地
震
で
建
物
倒
壊

な
ど
に
よ
る
被
害
が
多
数
出
た
こ

と
か
ら
、
各
家
庭
の
防
災
力
強
化

の
た
め
、
命
を
守
る
対
策
へ
の
補

か
ら
嘉
島
町
へ
職
員
を
８
人
派
遣

し
ま
し
た
（
７
月
31
日
現
在
）
。

４
月
25
日
か
ら
派
遣
を
開
始
し
、

静
岡
県
現
地
本
部
の
一
員
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
当
た
っ
て
き

助
制
度
を
追
加
・
拡
充
し
ま
し
た
。

第
４
次
被
害
想
定
の
死
亡
８
０
０

人
の
う
ち
、６
０
０
人
が
建
物
の

倒
壊
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。事
前
の
備
え
で
守
れ
る
命
が

あ
り
ま
す
。
制
度
を
活
用
し
て
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

家
屋
の
耐
震
補
強
工
事
に
も

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

避
難
所
で
み
た
過
酷
な
状
況

　
今
回
、
県
支
援
団
の
一
員
と
し

て
、
発
災
か
ら
10
日
後
の
４
月
25

日
か
ら
５
月
３
日
ま
で
、
嘉
島
町

で
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
唯
一
の
指
定
避
難
所
で
あ
る

町
民
体
育
館
で
目
の
当
た
り
に
し

た
の
は
、
避
難
者
名
簿
が
作
成
さ

れ
て
い
な
い
、
避
難
者
は
体
育
館

の
床
に
雑
魚
寝
の
状
態
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
確
保
で
き
て
い
な
い
、

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
が

多
い
な
ど
の
過
酷
な
状
況
で
し
た
。

　
最
大
の
問
題
は
、
避
難
者
自
身

で
避
難
所
を
運
営
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
避
難
所

運
営
に
町
の
職
員
は
忙
殺
さ
れ
、

り
災
証
明
の
発
行
や
各
種
支
援
措

置
な
ど
公
助
と
し
て
の
業
務
や
役

場
の
通
常
業
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、

避
難
所
の
自
主
運
営
に
よ
る
環
境

改
善
を
目
標
に
支
援
に
当
た
り
ま

し
た
。

　
１
日
目
に
は
掛
川
市
な
ど
の
避

難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
避

難
者
調
査
と
名
簿
を
作
成
し
、
正

確
な
避
難
者
の
把
握
に
努
め
ま
し

た
。
そ
の
名
簿
を
元
に
、
町
職
員

が
避
難
者
を
行
政
区
ご
と
に
ま
と

め
た
ほ
か
、
配
慮
が
必
要
な
避
難

者
の
そ
ば
に
民
生
委
員
を
配
置
す

る
な
ど
、
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
段
ボ
ー
ル
の

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し

た
。
少
し
だ
け
で
す
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
と
同
時
に
、

町
職
員
が
熟
考
し
た
避
難
所
レ
イ

ア
ウ
ト
が
功
を
奏
し
、
要
支
援
者

へ
の
対
応
な
ど
ず
い
ぶ
ん
課
題
が

解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
い
た
間

は
、
ま
だ
ま
だ
避
難
所
の
自
主
運

営
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
し
た
。

　
今
回
の
支
援
活
動
で
感
じ
た
こ

と
は
、
避
難
所
で
の
生
活
は
想
像

以
上
に
過
酷
な
も
の
で
あ
り
、
自

宅
で
生
活
で
き
る
こ
と
が
い
ち
ば

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
に
は
、
家
の
耐
震
化
、

家
具
の
固
定
な
ど
を
ぜ
ひ
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
運
営
は
み
な
さ

ん
の
自
助
・
共
助
に
よ
る
自
主
運

営
が
必
須
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
公
助
に
職
員
を
投
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
災
害

復
旧
・
復
興
を
早
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
掛
川
市
で
想
定
さ
れ
る
各
種
災

害
に
お
い
て
も
、
自
助
・
共
助
・

公
助
を
そ
れ
ぞ
れ
進
め
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
災
害
に
よ

る
死
亡
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
で
課
題
の
再
確
認
を

９
月
４
日
、
静
岡
県
・
掛
川
市
総
合
防
災
訓
練
が
市
内
各
所
で

大
規
模
に
行
わ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
自
助
・
共
助
、
地
域
で

高
め
る
掛
川
の
防
災
力
、
死
亡
者
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
」
。
こ

の
機
会
に
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
地
域
や
家
庭
の
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
特
集
で
は
、
静
岡
県
自
治
体
支
援
団
員
と
し
て
熊
本
県

上
益
城
郡
嘉
島
町
で
活
動
を
し
た
職
員
の
レ
ポ
ー
ト
も
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

9月1日
「防災の日」
8月30日～9月5日
「防災週間」

問  危機管理課
（☎21-1131）

その①

知る

静
岡
県
自
治
体
支
援
団
員
と
し
て

本
市
職
員
も
熊
本
県
嘉
島
町
で
活
動

その②

対策
命
を
守
る
対
策
の
補
助
を
追
加
・
拡
充

家
屋
の
耐
震
化
と
家
庭
の
防
災
力
強
化
を

ま
し
た
。

　
今
回
、
広
域
避
難
所
の
運
営
指

導
を
経
験
し
た
危
機
管
理
課
職
員

と
、
住
家
被
害
認
定
の
調
査
を
行

っ
た
都
市
政
策
課
職
員
の
レ
ポ
ー

ト
を
下
段
に
紹
介
し
ま
す
。
災
害

現
場
で
活
動
し
た
職
員
は
何
を
感

じ
、
何
を
思
っ
た
の
か
。
現
場
の

生
の
声
を
参
考
に
、
防
災
訓
練
に

臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

平職

避
難
所
運
営
は
地
域
と
避
難
者
で

避
難
所
へ
行
か
な
い
家
屋
対
策
が
必
要

静
岡
県
熊
本
支
援
団
第
２
陣
派
遣

　
危
機
管
理
課
主
査
　
望
月
恵
幸

職員
REPO

RT

特集　熊本地震から学ぶ

支援後の避難所 発災 10日後の避難所

発
災
後
も
自
宅
で
生
活
す
る
た
め
に

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

特
集

ぶ
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員
の
派
遣
の
ほ
か
、
６
月

６
日
か
ら
２
日
間
、
松
井

市
長
を
は
じ
め
、
危
機
管
理
課
や

都
市
政
策
課
の
職
員
も
現
地
入
り

し
、
阿
蘇
市
・
南
阿
蘇
村
の
土
砂

災
害
、
益
城
町
の
建
物
被
害
、
嘉

島
町
の
広
域
避
難
所
の
運
営
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
広
報
か
け
が
わ
７
月
号
「
市
長

の
維
新
伝
心
」
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
現
地
を
訪
れ
た
職
員
か

ら
は
、
屋
根
の
被
害
が
非
常
に
多

く
、
ま
た
、
激
し
く
倒
壊
し
て
い

る
場
所
が
集
中
し
、
倒
壊
家
屋
は

古
い
家
が
多
か
っ
た
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
熊
本
県
は
昔
か
ら
、
阿
蘇
の
火

山
災
害
と
水
害
が
非
常
に
多
い
土

地
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
へ

成
28
年
４
月
14
日
の
前
震
、

16
日
の
本
震
と
二
度
、
震

度
７
を
経
験
し
た
熊
本
県
。
未
曽

有
の
地
震
に
対
す
る
静
岡
県
の
自

治
体
支
援
団
員
と
し
て
、
掛
川
市

の
備
え
が
後
手
に
な
っ
て
い
た
傾

向
も
見
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
雨
や
風
に
強
い
瓦
葺
き
の

家
屋
が
多
く
、
重
い
屋
根
が
古
い

家
の
倒
壊
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
要

因
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
古
い
建
物
が
激
し
く
倒
壊
し
た

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
職
員

は
、
「
自
宅
に
食
料
な
ど
を
備
蓄

し
備
え
る
こ
と
や
、
避
難
訓
練
を

繰
り
返
し
行
う
危
機
管
理
は
も
ち

ろ
ん
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
命
を
守

る
た
め
の
耐
震
対
策
が
最
優
先
だ

と
強
く
感
じ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
市
は
、
熊
本
地
震
で
建
物
倒
壊

な
ど
に
よ
る
被
害
が
多
数
出
た
こ

と
か
ら
、
各
家
庭
の
防
災
力
強
化

の
た
め
、
命
を
守
る
対
策
へ
の
補

か
ら
嘉
島
町
へ
職
員
を
８
人
派
遣

し
ま
し
た
（
７
月
31
日
現
在
）
。

４
月
25
日
か
ら
派
遣
を
開
始
し
、

静
岡
県
現
地
本
部
の
一
員
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
当
た
っ
て
き

助
制
度
を
追
加
・
拡
充
し
ま
し
た
。

第
４
次
被
害
想
定
の
死
亡
８
０
０

人
の
う
ち
、６
０
０
人
が
建
物
の

倒
壊
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。事
前
の
備
え
で
守
れ
る
命
が

あ
り
ま
す
。
制
度
を
活
用
し
て
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

家
屋
の
耐
震
補
強
工
事
に
も

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

避
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で
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の
一
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５
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３
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。
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齢
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。
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。

　
１
日
目
に
は
掛
川
市
な
ど
の
避

難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
避

難
者
調
査
と
名
簿
を
作
成
し
、
正

確
な
避
難
者
の
把
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。
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が
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ま
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た
ほ
か
、
配
慮
が
必
要
な
避
難

者
の
そ
ば
に
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委
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な
ど
、
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所
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と
が
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。
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目
に
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と
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、
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の
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ん
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。

　
し
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、
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た
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は
、
ま
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ま
だ
避
難
所
の
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運

営
に
は
ほ
ど
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状
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た
。

　
今
回
の
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感
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こ

と
は
、
避
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で
の
生
活
は
想
像

以
上
に
過
酷
な
も
の
で
あ
り
、
自

宅
で
生
活
で
き
る
こ
と
が
い
ち
ば

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
に
は
、
家
の
耐
震
化
、

家
具
の
固
定
な
ど
を
ぜ
ひ
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
運
営
は
み
な
さ

ん
の
自
助
・
共
助
に
よ
る
自
主
運

営
が
必
須
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
公
助
に
職
員
を
投
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
災
害

復
旧
・
復
興
を
早
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
掛
川
市
で
想
定
さ
れ
る
各
種
災

害
に
お
い
て
も
、
自
助
・
共
助
・

公
助
を
そ
れ
ぞ
れ
進
め
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
災
害
に
よ

る
死
亡
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
で
課
題
の
再
確
認
を

９
月
４
日
、
静
岡
県
・
掛
川
市
総
合
防
災
訓
練
が
市
内
各
所
で

大
規
模
に
行
わ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
自
助
・
共
助
、
地
域
で

高
め
る
掛
川
の
防
災
力
、
死
亡
者
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
」
。
こ

の
機
会
に
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
地
域
や
家
庭
の
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
特
集
で
は
、
静
岡
県
自
治
体
支
援
団
員
と
し
て
熊
本
県

上
益
城
郡
嘉
島
町
で
活
動
を
し
た
職
員
の
レ
ポ
ー
ト
も
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

9月1日
「防災の日」
8月30日～9月5日
「防災週間」

問  危機管理課
（☎21-1131）

その①

知る

静
岡
県
自
治
体
支
援
団
員
と
し
て

本
市
職
員
も
熊
本
県
嘉
島
町
で
活
動

その②

対策
命
を
守
る
対
策
の
補
助
を
追
加
・
拡
充

家
屋
の
耐
震
化
と
家
庭
の
防
災
力
強
化
を

ま
し
た
。

　
今
回
、
広
域
避
難
所
の
運
営
指

導
を
経
験
し
た
危
機
管
理
課
職
員

と
、
住
家
被
害
認
定
の
調
査
を
行

っ
た
都
市
政
策
課
職
員
の
レ
ポ
ー

ト
を
下
段
に
紹
介
し
ま
す
。
災
害

現
場
で
活
動
し
た
職
員
は
何
を
感

じ
、
何
を
思
っ
た
の
か
。
現
場
の

生
の
声
を
参
考
に
、
防
災
訓
練
に

臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

平職

避
難
所
運
営
は
地
域
と
避
難
者
で

避
難
所
へ
行
か
な
い
家
屋
対
策
が
必
要

静
岡
県
熊
本
支
援
団
第
２
陣
派
遣

　
危
機
管
理
課
主
査
　
望
月
恵
幸

職員
REPO

RT

特集　熊本地震から学ぶ

支援後の避難所 発災 10日後の避難所

発
災
後
も
自
宅
で
生
活
す
る
た
め
に

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

特
集

ぶ
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※販売価格30万円（税・工事費別）

※販売価格の目安25万円（工事費込み・税別）

※販売価格20万円（税・工事費別）

の部分を追加・拡充
員
の
派
遣
の
ほ
か
、
６
月

６
日
か
ら
２
日
間
、
松
井

市
長
を
は
じ
め
、
危
機
管
理
課
や

都
市
政
策
課
の
職
員
も
現
地
入
り

し
、
阿
蘇
市
・
南
阿
蘇
村
の
土
砂

災
害
、
益
城
町
の
建
物
被
害
、
嘉

島
町
の
広
域
避
難
所
の
運
営
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
広
報
か
け
が
わ
７
月
号
「
市
長

の
維
新
伝
心
」
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
現
地
を
訪
れ
た
職
員
か

ら
は
、
屋
根
の
被
害
が
非
常
に
多

く
、
ま
た
、
激
し
く
倒
壊
し
て
い

る
場
所
が
集
中
し
、
倒
壊
家
屋
は

古
い
家
が
多
か
っ
た
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
熊
本
県
は
昔
か
ら
、
阿
蘇
の
火

山
災
害
と
水
害
が
非
常
に
多
い
土

地
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
へ

の
備
え
が
後
手
に
な
っ
て
い
た
傾

向
も
見
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
雨
や
風
に
強
い
瓦
葺
き
の

家
屋
が
多
く
、
重
い
屋
根
が
古
い

家
の
倒
壊
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
要

因
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
古
い
建
物
が
激
し
く
倒
壊
し
た

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
職
員

は
、
「
自
宅
に
食
料
な
ど
を
備
蓄

し
備
え
る
こ
と
や
、
避
難
訓
練
を

繰
り
返
し
行
う
危
機
管
理
は
も
ち

ろ
ん
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
命
を
守

る
た
め
の
耐
震
対
策
が
最
優
先
だ

と
強
く
感
じ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
市
は
、
熊
本
地
震
で
建
物
倒
壊

な
ど
に
よ
る
被
害
が
多
数
出
た
こ

と
か
ら
、
各
家
庭
の
防
災
力
強
化

の
た
め
、
命
を
守
る
対
策
へ
の
補

助
制
度
を
追
加
・
拡
充
し
ま
し
た
。

第
４
次
被
害
想
定
の
死
亡
８
０
０

人
の
う
ち
、６
０
０
人
が
建
物
の

倒
壊
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。事
前
の
備
え
で
守
れ
る
命
が

あ
り
ま
す
。
制
度
を
活
用
し
て
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

家
屋
の
耐
震
補
強
工
事
に
も

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

災
訓
練
は
、
「
災
害
が
起

き
た
ら
ど
う
行
動
す
る
か
」

を
家
族
で
話
し
合
い
、
災
害
へ
の

備
え
を
見
直
す
良
い
機
会
で
す
。

　
熊
本
地
震
か
ら
、
避
難
所
で
の

生
活
が
想
像
以
上
に
過
酷
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
避
難
所

■
自
主
防
災
会
の
参
加

一
部
の
自
主
防
災
会
と
消
防
団
連
携
に
よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
・
消
火
訓
練
／
市
内
全
域
で
の
避
難
、
避
難
所
運
営
な
ど

■
各
機
関
に
よ
る
連
携
確
認

市
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
市
民
団
体
な
ど
の
連
携
確
認
／
各
機

関
へ
の
応
援
要
請
／
倒
壊
家
屋
、
土
砂
埋
没
車
両
な
ど
か
ら
の
救
出

救
助
／
遺
体
の
収
容
、
安
置
、
検
視
な
ど
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
や
福
祉
避
難
所
の
運
営
な
ど

■
医
療
救
護
体
制
確
立

希
望
の
丘
に
設
置
し
た
２
次
救
護
所
や
市
内
５
か
所
の
初
動
時
救
護

所
の
開
設
・
運
営
／
救
護
所
な
ど
か
ら
災
害
拠
点
病
院
（
中
東
遠
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
）へ
の
重
症
患
者
の
搬
送
な
ど

■
掛
川
市
の
自
然
地
形
や
立
地
環
境
に
応
じ
た
訓
練

孤
立
し
た
中
山
間
地
の
集
落
へ
航
空
機
を
使
用
し
た
物
資
の
輸
送
や

住
民
の
救
出
訓
練
／
東
名
・
新
東
名
を
活
用
し
た
、
物
資
輸
送
訓
練

や
広
域
応
援
部
隊
の
受
入
訓
練
／
建
物
密
集
地
を
想
定
し
た
大
規
模

火
災
延
焼
阻
止
訓
練
／
津
波
浸
水
を
想
定
し
た
救
出
訓
練
な
ど

■
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成

学
校
と
地
域
が
協
働
し
た
広
域
避
難
所
運
営
訓
練

月
４
日
、
静
岡
県
と
掛
川

市
は
合
同
で
、
防
災
関
係

機
関
に
よ
る
広
域
的
な
救
援
体
制

の
確
認
と
、
自
主
防
災
会
と
の
連

携
に
よ
る
実
践
的
な
訓
練
を
重
点

に
、
市
内
の
15
会
場
で
次
の
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

生
活
を
ス
ト
レ
ス
の
な
い
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。
９
月
４
日
、
自
主

防
災
会
は
広
域
避
難
所
の
開
設
・

運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。
各
家
庭

で
も
避
難
・
防
災
対
策
を
見
直
す

常
用
持
ち
出
し
品
は
、
家

族
構
成
に
応
じ
て
必
要
な

物
を
加
え
、
保
存
状
態
や
使
用
期

限
な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

大
規
模
な
災
害
で
は
、
多
く
の
県

も
被
災
し
物
資
の
供
給
が
す
ぐ
に

で
き
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

食
糧
や
飲
み
物
の
備
え
を
７
日
分

以
上
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
栄
養
価
が
高
く
て
日
常
食
べ
ら

れ
る
も
の
を
備
蓄
し
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
（
日
常
使
う
食

材
を
使
い
な
が
ら

備
蓄
）
す
る
と

便
利
で
す
。

　
私
は
県
支
援
団
の
第
６
陣
と
し

て
、
５
月
20
日
か
ら
参
加
し
、
住

家
被
害
認
定
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
害
認
定
と
は
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
で
被
災
し
た
住
宅

の
「
被
害
の
程
度
（
全
壊
、
半
壊

な
ど
）
」
を
認
定
す
る
こ
と
を
い

い
、
市
町
村
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
結
果
に
基
づ
い
て
発
行

さ
れ
る
「
り
災
証
明
書
」
は
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
、

住
宅
の
応
急
修
理
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
受
け
る
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
住
宅
の
被
害
の
程
度
は
、
国
で

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
一
般

的
に
は「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半

壊
」「
半
壊
に
至
ら
な
い
」
の
４
区

分
で
認
定
を
行
い
ま
す
。

　
１
次
調
査
は
５
月
16
日
ま
で
に

全
住
戸
終
了
し
た
た
め
、
私
が
派

遣
さ
れ
た
第
６
陣
は
、
１
次
調
査

の
判
定
に
不
服
な
方
の
申
請
を
受

け
て
「
２
次
調
査
」
が
始
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　
２
次
調
査
は
、
嘉
島
町
職
員
１

人
と
派
遣
職
員
４
人
の
計
５
人
を

◇
自
主
防
災
会
は
広
域
避
難
所
の
運
営
訓
練
を
、

　
各
家
庭
で
は
防
災
対
策
の
見
直
し
を

◇
食
糧
や
飲
み
物
は

　
７
日
分
の
備
え
を

家庭内対策　～補助制度を追加・拡充～
家具の転倒防止【追加】

防災ベッド【拡充】

防災ベッドフレーム【拡充】

耐震シェルター【拡充】

対象
世帯

対象

対象

補助

内容

①65歳以上の世帯員で構成された世帯
②65歳以上および18歳未満の世帯員
（就労者を除く）で構成された世帯
③障がい者世帯（18歳以上65歳未満の
介護者が同居する世帯を除く）
④母子世帯（18歳以上65歳未満の世帯
員が同居する世帯を除く）

・昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅
・耐震診断が1.0未満の住宅（昭和56年5月以前に建て
られた木造住宅は無料で耐震診断を受けられます）
・静岡県工業技術研究所が開発したもの

・障害者手帳1級または2級の障がい者のいる世帯
・静岡県工業技術研究所が開発したもの

・昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅
・耐震診断が1.0未満の住宅
設置に要する経費内で上限20万円　/　1世帯1台
※全ての居住者が65歳以上の場合は上限25万円

左記以外の
全ての世帯

固定費用の
半額（上限あり）

1世帯5か所まで

補助 固定費用の全額（無料）

設置に要する経費内で上限20万円　／　1世帯1台

補助

対象

補助 設置に要する経費内で上限30万円　／　1世帯1台

1世帯5か所まで

９月４日 市外から警察・消防・
自衛隊なども参加

９防

非

被
害
認
定
調
査
か
ら
み
た

災
害
へ
の
備
え
と
技
術
者
の
力

静
岡
県
熊
本
支
援
団
第
６
陣
派
遣

都
市
政
策
課
建
築
技
師
　
樋
口
　
潤

１
班
と
し
、
２
班
体
制
で
計
62
棟

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
古
い
建

物
で
は
倒
壊
な
ど
の
大
き
な
被
害

が
あ
り
、
新
し
い
建
物
で
も
地
盤

が
崩
壊
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で

は
、
建
物
の
被
害
も
出
て
い
ま
し

た
。
改
め
て
建
築
物
の
耐
震
化
の

必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
70
人
余
り
の
人

命
が
失
わ
れ
、今
な
お
多
く
の
方
々

が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
被
害

を
今
後
減
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、建
築
士
を
は
じ
め
、多

く
の
技
術
者
の
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
技
術
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
地

盤
の
選
定
や
構
造
検
討
、
現

場
確
認
な
ど
、
使
用
す
る

方
々
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

職員
REPO

RT

現地調査「1次・2次」
部位別構成比

住家被害認定の流れ

第 2次第 1次
現地調査

被災者から「被害認定調査」依頼

木造・
プレハブ

木造・
プレハブ 被害の

程度

損害
割合

調査完了→り災証明書交付→支援

屋根 15% 建具 10%
柱 15% 基礎 10%
床 10% 設備 10%
外壁 10%
内壁 15%
天井 5%

屋根 15%
外壁 75%
基礎 10%

半　壊全　壊

50%以上

大規模
半壊
40%以上
50%未満

20%以上
40%未満

総 合 防 災 訓 練

その③

実践

機
会
と
し
、
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

同報無線による情報伝達訓練　午前　　8時30分・45分／正午

※年齢要件を廃止

日
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※販売価格30万円（税・工事費別）

※販売価格の目安25万円（工事費込み・税別）

※販売価格20万円（税・工事費別）

の部分を追加・拡充
員
の
派
遣
の
ほ
か
、
６
月

６
日
か
ら
２
日
間
、
松
井

市
長
を
は
じ
め
、
危
機
管
理
課
や

都
市
政
策
課
の
職
員
も
現
地
入
り

し
、
阿
蘇
市
・
南
阿
蘇
村
の
土
砂

災
害
、
益
城
町
の
建
物
被
害
、
嘉

島
町
の
広
域
避
難
所
の
運
営
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
広
報
か
け
が
わ
７
月
号
「
市
長

の
維
新
伝
心
」
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
現
地
を
訪
れ
た
職
員
か

ら
は
、
屋
根
の
被
害
が
非
常
に
多

く
、
ま
た
、
激
し
く
倒
壊
し
て
い

る
場
所
が
集
中
し
、
倒
壊
家
屋
は

古
い
家
が
多
か
っ
た
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
熊
本
県
は
昔
か
ら
、
阿
蘇
の
火

山
災
害
と
水
害
が
非
常
に
多
い
土

地
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
へ

の
備
え
が
後
手
に
な
っ
て
い
た
傾

向
も
見
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
雨
や
風
に
強
い
瓦
葺
き
の

家
屋
が
多
く
、
重
い
屋
根
が
古
い

家
の
倒
壊
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
要

因
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
古
い
建
物
が
激
し
く
倒
壊
し
た

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
職
員

は
、
「
自
宅
に
食
料
な
ど
を
備
蓄

し
備
え
る
こ
と
や
、
避
難
訓
練
を

繰
り
返
し
行
う
危
機
管
理
は
も
ち

ろ
ん
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
命
を
守

る
た
め
の
耐
震
対
策
が
最
優
先
だ

と
強
く
感
じ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
市
は
、
熊
本
地
震
で
建
物
倒
壊

な
ど
に
よ
る
被
害
が
多
数
出
た
こ

と
か
ら
、
各
家
庭
の
防
災
力
強
化

の
た
め
、
命
を
守
る
対
策
へ
の
補

助
制
度
を
追
加
・
拡
充
し
ま
し
た
。

第
４
次
被
害
想
定
の
死
亡
８
０
０

人
の
う
ち
、６
０
０
人
が
建
物
の

倒
壊
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。事
前
の
備
え
で
守
れ
る
命
が

あ
り
ま
す
。
制
度
を
活
用
し
て
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

家
屋
の
耐
震
補
強
工
事
に
も

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

災
訓
練
は
、
「
災
害
が
起

き
た
ら
ど
う
行
動
す
る
か
」

を
家
族
で
話
し
合
い
、
災
害
へ
の

備
え
を
見
直
す
良
い
機
会
で
す
。

　
熊
本
地
震
か
ら
、
避
難
所
で
の

生
活
が
想
像
以
上
に
過
酷
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
避
難
所

■
自
主
防
災
会
の
参
加

一
部
の
自
主
防
災
会
と
消
防
団
連
携
に
よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
・
消
火
訓
練
／
市
内
全
域
で
の
避
難
、
避
難
所
運
営
な
ど

■
各
機
関
に
よ
る
連
携
確
認

市
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
市
民
団
体
な
ど
の
連
携
確
認
／
各
機

関
へ
の
応
援
要
請
／
倒
壊
家
屋
、
土
砂
埋
没
車
両
な
ど
か
ら
の
救
出

救
助
／
遺
体
の
収
容
、
安
置
、
検
視
な
ど
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
や
福
祉
避
難
所
の
運
営
な
ど

■
医
療
救
護
体
制
確
立

希
望
の
丘
に
設
置
し
た
２
次
救
護
所
や
市
内
５
か
所
の
初
動
時
救
護

所
の
開
設
・
運
営
／
救
護
所
な
ど
か
ら
災
害
拠
点
病
院
（
中
東
遠
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
）へ
の
重
症
患
者
の
搬
送
な
ど

■
掛
川
市
の
自
然
地
形
や
立
地
環
境
に
応
じ
た
訓
練

孤
立
し
た
中
山
間
地
の
集
落
へ
航
空
機
を
使
用
し
た
物
資
の
輸
送
や

住
民
の
救
出
訓
練
／
東
名
・
新
東
名
を
活
用
し
た
、
物
資
輸
送
訓
練

や
広
域
応
援
部
隊
の
受
入
訓
練
／
建
物
密
集
地
を
想
定
し
た
大
規
模

火
災
延
焼
阻
止
訓
練
／
津
波
浸
水
を
想
定
し
た
救
出
訓
練
な
ど

■
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成

学
校
と
地
域
が
協
働
し
た
広
域
避
難
所
運
営
訓
練

月
４
日
、
静
岡
県
と
掛
川

市
は
合
同
で
、
防
災
関
係

機
関
に
よ
る
広
域
的
な
救
援
体
制

の
確
認
と
、
自
主
防
災
会
と
の
連

携
に
よ
る
実
践
的
な
訓
練
を
重
点

に
、
市
内
の
15
会
場
で
次
の
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

生
活
を
ス
ト
レ
ス
の
な
い
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。
９
月
４
日
、
自
主

防
災
会
は
広
域
避
難
所
の
開
設
・

運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。
各
家
庭

で
も
避
難
・
防
災
対
策
を
見
直
す

常
用
持
ち
出
し
品
は
、
家

族
構
成
に
応
じ
て
必
要
な

物
を
加
え
、
保
存
状
態
や
使
用
期

限
な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

大
規
模
な
災
害
で
は
、
多
く
の
県

も
被
災
し
物
資
の
供
給
が
す
ぐ
に

で
き
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

食
糧
や
飲
み
物
の
備
え
を
７
日
分

以
上
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
栄
養
価
が
高
く
て
日
常
食
べ
ら

れ
る
も
の
を
備
蓄
し
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
（
日
常
使
う
食

材
を
使
い
な
が
ら

備
蓄
）
す
る
と

便
利
で
す
。

　
私
は
県
支
援
団
の
第
６
陣
と
し

て
、
５
月
20
日
か
ら
参
加
し
、
住

家
被
害
認
定
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
害
認
定
と
は
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
で
被
災
し
た
住
宅

の
「
被
害
の
程
度
（
全
壊
、
半
壊

な
ど
）
」
を
認
定
す
る
こ
と
を
い

い
、
市
町
村
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
結
果
に
基
づ
い
て
発
行

さ
れ
る
「
り
災
証
明
書
」
は
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
、

住
宅
の
応
急
修
理
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
受
け
る
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
住
宅
の
被
害
の
程
度
は
、
国
で

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
一
般

的
に
は「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半

壊
」「
半
壊
に
至
ら
な
い
」
の
４
区

分
で
認
定
を
行
い
ま
す
。

　
１
次
調
査
は
５
月
16
日
ま
で
に

全
住
戸
終
了
し
た
た
め
、
私
が
派

遣
さ
れ
た
第
６
陣
は
、
１
次
調
査

の
判
定
に
不
服
な
方
の
申
請
を
受

け
て
「
２
次
調
査
」
が
始
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　
２
次
調
査
は
、
嘉
島
町
職
員
１

人
と
派
遣
職
員
４
人
の
計
５
人
を

◇
自
主
防
災
会
は
広
域
避
難
所
の
運
営
訓
練
を
、

　
各
家
庭
で
は
防
災
対
策
の
見
直
し
を

◇
食
糧
や
飲
み
物
は

　
７
日
分
の
備
え
を

家庭内対策　～補助制度を追加・拡充～
家具の転倒防止【追加】

防災ベッド【拡充】

防災ベッドフレーム【拡充】

耐震シェルター【拡充】

対象
世帯

対象

対象

補助

内容

①65歳以上の世帯員で構成された世帯
②65歳以上および18歳未満の世帯員
（就労者を除く）で構成された世帯
③障がい者世帯（18歳以上65歳未満の
介護者が同居する世帯を除く）
④母子世帯（18歳以上65歳未満の世帯
員が同居する世帯を除く）

・昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅
・耐震診断が1.0未満の住宅（昭和56年5月以前に建て
られた木造住宅は無料で耐震診断を受けられます）
・静岡県工業技術研究所が開発したもの

・障害者手帳1級または2級の障がい者のいる世帯
・静岡県工業技術研究所が開発したもの

・昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅
・耐震診断が1.0未満の住宅
設置に要する経費内で上限20万円　/　1世帯1台
※全ての居住者が65歳以上の場合は上限25万円

左記以外の
全ての世帯

固定費用の
半額（上限あり）

1世帯5か所まで

補助 固定費用の全額（無料）

設置に要する経費内で上限20万円　／　1世帯1台

補助

対象

補助 設置に要する経費内で上限30万円　／　1世帯1台

1世帯5か所まで

９月４日 市外から警察・消防・
自衛隊なども参加

９防

非

被
害
認
定
調
査
か
ら
み
た

災
害
へ
の
備
え
と
技
術
者
の
力

静
岡
県
熊
本
支
援
団
第
６
陣
派
遣

都
市
政
策
課
建
築
技
師
　
樋
口
　
潤

１
班
と
し
、
２
班
体
制
で
計
62
棟

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
古
い
建

物
で
は
倒
壊
な
ど
の
大
き
な
被
害

が
あ
り
、
新
し
い
建
物
で
も
地
盤

が
崩
壊
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で

は
、
建
物
の
被
害
も
出
て
い
ま
し

た
。
改
め
て
建
築
物
の
耐
震
化
の

必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
70
人
余
り
の
人

命
が
失
わ
れ
、今
な
お
多
く
の
方
々

が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
被
害

を
今
後
減
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、建
築
士
を
は
じ
め
、多

く
の
技
術
者
の
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
技
術
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
地

盤
の
選
定
や
構
造
検
討
、
現

場
確
認
な
ど
、
使
用
す
る

方
々
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

職員
REPO

RT

現地調査「1次・2次」
部位別構成比

住家被害認定の流れ

第 2次第 1次
現地調査

被災者から「被害認定調査」依頼

木造・
プレハブ

木造・
プレハブ 被害の

程度

損害
割合

調査完了→り災証明書交付→支援

屋根 15% 建具 10%
柱 15% 基礎 10%
床 10% 設備 10%
外壁 10%
内壁 15%
天井 5%

屋根 15%
外壁 75%
基礎 10%

半　壊全　壊

50%以上

大規模
半壊
40%以上
50%未満

20%以上
40%未満

総 合 防 災 訓 練

その③

実践

機
会
と
し
、
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

同報無線による情報伝達訓練　午前　　8時30分・45分／正午

※年齢要件を廃止

日
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水
道
料
金
は
、
水
源
の
状
況
、
水
道

施
設
の
維
持
管
理
や
設
備
費
な
ど
の
経

営
条
件
の
違
い
で
、
市
町
ご
と
に
差
が

あ
り
ま
す
。

掛
川
市
の
水
道
料
金
（
20
㎥
/
月
使

用
）
は
、
全
国
平
均
程
度
で
す
が
、
わ

き
水
や
井
戸
な
ど
の
自
己
水
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
県
内
の
都
市
と
比
較
す
る
と

高
め
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
次
の
3

つ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

水
道
水
の
87
%
を
大
井
川
広
域
水
道

か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
が

年
間
約
14
億
円
で
、
年
間
費
用
の
47
%

を
占
め
て
い
ま
す
。

掛
川
市
の
水
道
の
創
設
は
、
大
正
9

年
と
県
内
で
は
熱
海
市
に
次
い
で
古

く
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
や
水
道
管

の
修
繕
な
ど
に
多
く
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。

料
金
に
違
い
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？

◆大井川広域水道◆
静岡県と大井川地域の7市
（掛川市、島田市、焼津
市、藤枝市、御前崎市、
菊川市、牧之原市）で、
将来に向けた水道水の確
保を目指して、静岡県大
井川広域水道企業団を昭
和52年に設立しました。

導
水
管
・
送
水
管
・
配
水
管
の
総
延

長
が
1
0
3
9
㌔
と
、
こ
れ
は
新
幹
線

で
掛
川
市
か
ら
熊
本
市
ま
で
の
距
離
に

相
当
す
る
ほ
ど
長
く
、
人
口
集
積
都
市

に
比
べ
て
投
資
効
率
が
悪
く
な
っ
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
水
源
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
・
安
定
し
た

給
水
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水道総務課（☎27-0711）

と
　
き
　
　
11
月
18
日
（金）

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ
　
　
相
賀
浄
水
場
（
島
田
市
）

　
　
　
　
　
川
口
取
水
口
（
島
田
市
）

　
　
　
　
　
長
島
ダ
ム
（
川
根
本
町
）

対
　
象
　
　
市
内
在
住
者
25
人

　
　
　
　 

（
応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選
）

持
ち
物
　
　
筆
記
用
具
、
昼
食
代
な
ど

応
募
方
法
　
8
月
8
日
（月）
〜
31
日
（水）
の
平

日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
に
電
話
（
☎
27

-

0
7
1
1
）

で
申
し
込
み
（
申
込
者
1
人
に

つ
き
2
人
ま
で
）

漏水の早期発見にご協力を
道路上の漏水を発見した場合は
水道工務課（☎27-0769）に
ご連絡ください

8月1日は「水の日」、8月1日～7日は「水の週間」
私たちのくらしを支える水について考えよう

掛
川
市
で
は
、
年
間
1
4
４
１
万
立

方
㍍
（
東
京
ド
ー
ム
11
杯
分
）
の
水
道

水
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
形
的
に

み
て
、
水
源
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
本
市

で
は
、
市
内
の
水
源
地
だ
け
で
こ
れ
だ

け
た
く
さ
ん
の
水
を
賄
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
長
島
ダ
ム
を
水

源
と
す
る
大
井
川
の
水
が
市
内
に
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
6
か
所
に
上
水
道
の
自
己

水
源
が
あ
り
ま
す
。
上
水
道
の
ほ
か
に

山
間
部
に
複
数
の
簡
易
水
道
、
飲
料
水

供
給
施
設
が
点
在
し
、
水
源
は
河
川
表

流
水
や
深
井
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
日
量
4
万
4
9
0
0
立

方
㍍
を
大
井
川
広
域
水
道
か
ら
受
水
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
内
全
体
の
水
道

水
の
87
%
を
占
め
て
い
て
、
い
か
に
大

井
川
の
水
に
頼
っ
て
い
る
か
が
わ
か
り

ま
す
。
　

 

 掛川市 3,240.0円

 全国平均 3,201.6円

 静岡県平均 2,296.2円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月に20立方メートルを家庭（口径13または20）
で使用した場合の上水道料金　　　

平成27年4月1日現在

 区　分 金　額（税込）

「
水
源
地
視
察
研
修
参
加
者
募
集
」

水
道
水
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
?
掛
川
市
で
使
わ
れ
て
い
る
水
道
水

が
ど
こ
か
ら
運
ば
れ
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
見
学
し
ま
す
。

長島ダム
（川根本町犬間）

↑

長島ダム
（川根本町犬間）

↑

原谷水源原谷水源

原里水源

川口取水口
（島田市身成）

相賀浄水場
（島田市相賀）

原野谷川

かわぐちしゅすいこう

しま だ し　み なり

おおかじょうすいじょう

はら の　や がわ

川口取水口
（島田市身成）

相賀浄水場
（島田市相賀）

大井川

西部
水源
西部
水源

大坂
水源

大須賀
東部水源
大須賀
東部水源

大須賀
水源
大須賀
水源

原野谷川

市が修理 所有者が修理

道
路
境
界
線

給水管水道本管
（配水管）

道路部分と民地内の
第一止水栓まで

第一止水栓
水道メーター

蛇口

メーター用
止水栓

宅地内の水道管修理は・・・
水道管の水漏れは、配水管から最初に取り付けられ

る第一止水栓までは市が修理し、そこから蛇口までは
個人負担での修理となります。ご不明な点は水道工務
課までご連絡ください。

自
己
水
源
の
不
足

１

大
井
川
か
ら
87
％

水
道
施
設
の
老
朽
化

2

給
水
区
域
が
広
い

3

掛
川
市
の
水
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？

西郷小・三笠幼プール交流

長島ダム

出
典
：
中
部
地
方
整
備
局
長
島
ダ
ム
管
理
所

　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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水
道
料
金
は
、
水
源
の
状
況
、
水
道

施
設
の
維
持
管
理
や
設
備
費
な
ど
の
経

営
条
件
の
違
い
で
、
市
町
ご
と
に
差
が

あ
り
ま
す
。

掛
川
市
の
水
道
料
金
（
20
㎥
/
月
使

用
）
は
、
全
国
平
均
程
度
で
す
が
、
わ

き
水
や
井
戸
な
ど
の
自
己
水
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
県
内
の
都
市
と
比
較
す
る
と

高
め
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
次
の
3

つ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

水
道
水
の
87
%
を
大
井
川
広
域
水
道

か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
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こ
の
費
用
が

年
間
約
14
億
円
で
、
年
間
費
用
の
47
%

を
占
め
て
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ま
す
。

掛
川
市
の
水
道
の
創
設
は
、
大
正
9

年
と
県
内
で
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熱
海
市
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次
い
で
古

く
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
や
水
道
管

の
修
繕
な
ど
に
多
く
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。

料
金
に
違
い
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？
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川
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熊
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す
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と
　
き
　
　
11
月
18
日
（金）

　
　
　
　
　
午
前
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こ
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）
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に
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ダ
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こ
れ
ま
で
、
掛
川
区
域
の
14
小

学
校
と
1
幼
稚
園
の
給
食
は
、
小

学
校
内
に
併
設
さ
れ
た
8
か
所

（
中
央
小
、
城
北
小
、
第
二
小
、

日
坂
小
、
西
郷
小
、
桜
木
小
、
原

谷
小
、
西
山
口
小
）
の
給
食
調
理

場
で
調
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
調
理
場
も

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
調

理
場
を
1
か
所
に
集
約
し
、
学
校

給
食
の
衛
生
管
理
基
準
を
順
守
で

き
る
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

新
セ
ン
タ
ー
は
、
満
水
区
に
あ

る
環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
す
ぐ

そ
ば
、
新
エ
コ
ポ
リ
ス
内
に
建
設

さ
れ
ま
す
。
総
事
業
費
は
24
億
円
。

1
日
最
大
6
0
0
0
食
（
3
0
0

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
7
月
27

日
、
新
エ
コ
ポ
リ
ス
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
掛
川

区
域
の
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
た
8
か
所
の
調
理
場
を
新

た
に
集
約
。
平
成
29
年
9
月
か
ら
、
新
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ

る
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
着
手

掛
川
区
域
の
学
校
併
設
調
理
場
を
集
約

学務課（☎21-1155）

文化振興課（☎21-1126）
音楽をとおして文化

振興や交流を図るため、
一般公募で結成する市
民合唱団「Kakegawa
シティコーラス」の第
一期団員を8月から募
集します。
合唱経験は不問。定

期公演を開き、市民へ
みなさんの歌声を披露していただき
ますので、興味のある方は、ぜひお
問い合わせください。

▽対象：①高校生以上②掛川市また
は近隣に居住するか通学、通勤する
方、または出身者などで説明会や全
体練習に参加できる方 ▽指導：佐藤
真澄さん（掛川西高校教諭） ▽練習
日：毎月2～4回・午後7時30分～9時
30分 ▽場所：掛川市美感ホール（亀
の甲） ▽団費：月額500円

　 文化会館シオーネ（☎72-1234）
完成イメージ図

0
食
を
2
献
立
分
）
の
調
理
能
力

を
持
ち
、
配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
7
台

で
14
小
学
校
、
1
幼
稚
園
に
配
送

し
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
に

備
え
、
ガ
ス
が
供
給
さ
れ
て
い
れ

ば
煮
炊
き
が
可
能
と
い
う
可
動
式

釡
を
備
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
7
月
に
完
成
し
、
同

年
9
月
か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

【工事概要】

・延べ床面積　2,700平方㍍
・規模 鉄骨造一部2階建て
　1階 調理室、アレルギー対応室、
 荷受室、洗浄室、事務室、など
　2階 会議室兼見学室、委託業者事務室
 調理服洗濯室など

ロッシーニ管弦楽団五重奏

教
育
・
文
化
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
掛
川
市
は
、
今
年

9
月
か
ら
10
月
ま
で
を
「
音
楽
ふ

れ
あ
い
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
音

楽
を
通
じ
て
文
化
振
興
・
交
流
を

深
め
ま
す
。

目
玉
は
イ
タ
リ
ア
三
大
オ
ペ
ラ
、

ロ
ッ
シ
ー
ニ
オ
ペ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
専
属
「
ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇
場

管
弦
楽
団
」
主
要
メ
ン
バ
ー
の
来

掛
。
９
月
に
こ
こ
掛
川
で
五
重
奏

を
披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
で

あ
り
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
榛
葉
昌

寛
さ
ん
と
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
ほ

か
、
市
内
の
若
手
音
楽
家
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
さ
ら
に

は
、
掛
川
滞
在
中
に
、
メ
ン
バ
ー
が

街
角
で
演
奏
会
を
開
く
予
定
で
す
。

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
家

に
よ
る
名
曲
を
生
で
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
ま
さ
に
音
楽
月
間

に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
各
種
コ
ン
サ
ー

ト
を
は
じ
め
、
第
1
期
K
a
k
e

g
a
w
a
シ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ス
の
結

成
、
0
歳
児
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ

（
☎
72

-

1
2
3
4
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9月～10月「音楽ふれあい月間」

Kakegawa
シティコーラス
第 1期団員を募集

温暖化テーマに
独自の対策を紹介
中部環境先進5市サミット  in  掛川

Tajimi  Anjo  Shinshiro  Kakegawa  Iida　

掛
川
、
岐
阜
県
多
治
見
、
愛
知
県
安
城
、
新
城
、

長
野
県
飯
田
の
5
市
が
一
堂
に
会
し
、
「
地
球
温
暖

化
と
気
候
変
動
　
地
方
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
7
月
7
日
、
「
第
7
回
中
部
環
境
先
進
5
市
サ
ミ
ッ

ト
」
を
文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ
で
開
催
し
ま
し
た
。
各

市
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
独
自
の
対
策

を
披
露
し
た
ほ
か
、
各
市
職
員
や
環
境
活
動
に
携
わ

る
市
民
ら
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
掛
川
市
の
取
り
組
み
を
紹
介

掛
川
市
は
、
大
須
賀
区
域
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

を
は
じ
め
、
地
域
拠
点
へ
の
太
陽
光
設
備
導
入
に
対

す
る
補
助
制
度
、
公
会
堂
な
ど
で
エ
ア
コ
ン
を
共
有

し
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
と
見
守
り
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
松
井
市
長
は
「
環
境
活
動
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
防
災
対
策
そ
の
も

の
。
5
市
の
取
り
組
み
を
市
民
レ
ベ
ル
で
充
実
・
強

化
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
ま
し
た
。

■
4
市
が
温
暖
化
対
策
の
実
践
事
例
を
発
表

多
治
見
市
は
、
熱
中
症
対
策
コ
ン
テ
ス
ト
や
地
場

産
業
を
活
用
し
た
断
熱
タ
イ
ル
の
普
及
な
ど
、
電
気

に
依
存
し
な
い
対
策
を
実
践
。
安
城
市
は
、
予
約
し

た
小
型
電
気
自
動
車
を
市
内
で
自
由
に
使
え
る
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
、
徒
歩
、
自
転
車
で
移
動
で
き
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
。
新
城
市
は
、
太
陽
光
発
電

や
31
か
所
の
小
水
力
発
電
の
取
り
組
み
を
披
露
。
飯

田
市
は
、
交
差
点
か
ら
信
号
を
無
く
し
、
ア
イ
ド
リ

ン
グ
削
減
と
災
害
対
策
機
能
を
併
せ
持
つ
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）
の
導
入
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
市

民
や
各
市
職
員
ら
の
交

流
会
も
開
か
れ
、
市
民

同
士
が
新
た
な
取
り
組

み
や
ア
イ
デ
ア
を
紹
介

し
合
い
、
意
見
交
換
を

楽
し
み
ま
し
た
。■

「
T
A
S
K
I
」
で
思
い
つ
な
ぐ

同
サ
ミ
ッ
ト
は
平
成
22
年
か
ら

「
日
本
の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
現
在
は
終
了
）
に
参
加
し
て
い
た

中
部
地
方
5
市
が
各
地
の
頭
文
字
を

と
り
、
「
T
A
S
K
I
」
と
し
て
持

ち
回
り
で
開
催
。今
回
は
、
松
井
市

長
か
ら
古
川
雅
典
多
治
見
市
長
に
タ

ス
キ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。     

た

す

き

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
を
間
近
で
体
感
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こ
れ
ま
で
、
掛
川
区
域
の
14
小

学
校
と
1
幼
稚
園
の
給
食
は
、
小

学
校
内
に
併
設
さ
れ
た
8
か
所

（
中
央
小
、
城
北
小
、
第
二
小
、

日
坂
小
、
西
郷
小
、
桜
木
小
、
原

谷
小
、
西
山
口
小
）
の
給
食
調
理

場
で
調
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
調
理
場
も

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
調

理
場
を
1
か
所
に
集
約
し
、
学
校

給
食
の
衛
生
管
理
基
準
を
順
守
で

き
る
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

新
セ
ン
タ
ー
は
、
満
水
区
に
あ

る
環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
す
ぐ

そ
ば
、
新
エ
コ
ポ
リ
ス
内
に
建
設

さ
れ
ま
す
。
総
事
業
費
は
24
億
円
。

1
日
最
大
6
0
0
0
食
（
3
0
0

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
7
月
27

日
、
新
エ
コ
ポ
リ
ス
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
掛
川

区
域
の
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
た
8
か
所
の
調
理
場
を
新

た
に
集
約
。
平
成
29
年
9
月
か
ら
、
新
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ

る
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
着
手

掛
川
区
域
の
学
校
併
設
調
理
場
を
集
約

学務課（☎21-1155）

文化振興課（☎21-1126）
音楽をとおして文化

振興や交流を図るため、
一般公募で結成する市
民合唱団「Kakegawa
シティコーラス」の第
一期団員を8月から募
集します。
合唱経験は不問。定

期公演を開き、市民へ
みなさんの歌声を披露していただき
ますので、興味のある方は、ぜひお
問い合わせください。

▽対象：①高校生以上②掛川市また
は近隣に居住するか通学、通勤する
方、または出身者などで説明会や全
体練習に参加できる方 ▽指導：佐藤
真澄さん（掛川西高校教諭） ▽練習
日：毎月2～4回・午後7時30分～9時
30分 ▽場所：掛川市美感ホール（亀
の甲） ▽団費：月額500円

　 文化会館シオーネ（☎72-1234）
完成イメージ図

0
食
を
2
献
立
分
）
の
調
理
能
力

を
持
ち
、
配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
7
台

で
14
小
学
校
、
1
幼
稚
園
に
配
送

し
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
に

備
え
、
ガ
ス
が
供
給
さ
れ
て
い
れ

ば
煮
炊
き
が
可
能
と
い
う
可
動
式

釡
を
備
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
7
月
に
完
成
し
、
同

年
9
月
か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

【工事概要】

・延べ床面積　2,700平方㍍
・規模 鉄骨造一部2階建て
　1階 調理室、アレルギー対応室、
 荷受室、洗浄室、事務室、など
　2階 会議室兼見学室、委託業者事務室
 調理服洗濯室など

ロッシーニ管弦楽団五重奏

教
育
・
文
化
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
掛
川
市
は
、
今
年

9
月
か
ら
10
月
ま
で
を
「
音
楽
ふ

れ
あ
い
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
音

楽
を
通
じ
て
文
化
振
興
・
交
流
を

深
め
ま
す
。

目
玉
は
イ
タ
リ
ア
三
大
オ
ペ
ラ
、

ロ
ッ
シ
ー
ニ
オ
ペ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
専
属
「
ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇
場

管
弦
楽
団
」
主
要
メ
ン
バ
ー
の
来

掛
。
９
月
に
こ
こ
掛
川
で
五
重
奏

を
披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
で

あ
り
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
榛
葉
昌

寛
さ
ん
と
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
ほ

か
、
市
内
の
若
手
音
楽
家
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
さ
ら
に

は
、
掛
川
滞
在
中
に
、
メ
ン
バ
ー
が

街
角
で
演
奏
会
を
開
く
予
定
で
す
。

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
家

に
よ
る
名
曲
を
生
で
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
ま
さ
に
音
楽
月
間

に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
各
種
コ
ン
サ
ー

ト
を
は
じ
め
、
第
1
期
K
a
k
e

g
a
w
a
シ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ス
の
結

成
、
0
歳
児
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ

（
☎
72

-

1
2
3
4
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9月～10月「音楽ふれあい月間」

Kakegawa
シティコーラス
第 1期団員を募集

温暖化テーマに
独自の対策を紹介
中部環境先進5市サミット  in  掛川

Tajimi  Anjo  Shinshiro  Kakegawa  Iida　

掛
川
、
岐
阜
県
多
治
見
、
愛
知
県
安
城
、
新
城
、

長
野
県
飯
田
の
5
市
が
一
堂
に
会
し
、
「
地
球
温
暖

化
と
気
候
変
動
　
地
方
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
7
月
7
日
、
「
第
7
回
中
部
環
境
先
進
5
市
サ
ミ
ッ

ト
」
を
文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ
で
開
催
し
ま
し
た
。
各

市
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
独
自
の
対
策

を
披
露
し
た
ほ
か
、
各
市
職
員
や
環
境
活
動
に
携
わ

る
市
民
ら
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
掛
川
市
の
取
り
組
み
を
紹
介

掛
川
市
は
、
大
須
賀
区
域
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

を
は
じ
め
、
地
域
拠
点
へ
の
太
陽
光
設
備
導
入
に
対

す
る
補
助
制
度
、
公
会
堂
な
ど
で
エ
ア
コ
ン
を
共
有

し
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
と
見
守
り
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
松
井
市
長
は
「
環
境
活
動
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
防
災
対
策
そ
の
も

の
。
5
市
の
取
り
組
み
を
市
民
レ
ベ
ル
で
充
実
・
強

化
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
ま
し
た
。

■
4
市
が
温
暖
化
対
策
の
実
践
事
例
を
発
表

多
治
見
市
は
、
熱
中
症
対
策
コ
ン
テ
ス
ト
や
地
場

産
業
を
活
用
し
た
断
熱
タ
イ
ル
の
普
及
な
ど
、
電
気

に
依
存
し
な
い
対
策
を
実
践
。
安
城
市
は
、
予
約
し

た
小
型
電
気
自
動
車
を
市
内
で
自
由
に
使
え
る
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
、
徒
歩
、
自
転
車
で
移
動
で
き
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
。
新
城
市
は
、
太
陽
光
発
電

や
31
か
所
の
小
水
力
発
電
の
取
り
組
み
を
披
露
。
飯

田
市
は
、
交
差
点
か
ら
信
号
を
無
く
し
、
ア
イ
ド
リ

ン
グ
削
減
と
災
害
対
策
機
能
を
併
せ
持
つ
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）
の
導
入
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
市

民
や
各
市
職
員
ら
の
交

流
会
も
開
か
れ
、
市
民

同
士
が
新
た
な
取
り
組

み
や
ア
イ
デ
ア
を
紹
介

し
合
い
、
意
見
交
換
を

楽
し
み
ま
し
た
。■

「
T
A
S
K
I
」
で
思
い
つ
な
ぐ

同
サ
ミ
ッ
ト
は
平
成
22
年
か
ら

「
日
本
の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
現
在
は
終
了
）
に
参
加
し
て
い
た

中
部
地
方
5
市
が
各
地
の
頭
文
字
を

と
り
、
「
T
A
S
K
I
」
と
し
て
持

ち
回
り
で
開
催
。今
回
は
、
松
井
市

長
か
ら
古
川
雅
典
多
治
見
市
長
に
タ

ス
キ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。     

た

す

き

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
を
間
近
で
体
感
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都市政策課
（☎21-1152）

Information Information

子育て世代向け住宅を提案
基準クリアで補助や子育て支援

掛川らしい返礼品で増額
ふるさと納税に3億6,000万円寄付

市
は
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、移

住
や
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
「
子
育
て
世
代
向
け
住

宅
供
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
に
対
し
、
市
教
育

委
員
会
が
策
定
し
た
「
か
け
が
わ

お
茶
の
間
宣
言
」
の
趣
旨
や
子
ど

も
を
安
全
に
育
て
ら
れ
る
環
境
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
子
育
て
向
け

住
宅
」
（
掛
川
モ
デ
ル
）
を
提
案
。

基
準
を
一
定
以
上
満
た
し
て
認
定

さ
れ
る
と
、
補
助
や
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
一
戸
建
て
住
宅

で
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
の
た
め

の
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
子
育
て

世
帯
に
対
し
て
地
域
買
物
券
（
上

限
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。
ま

た
、
集
合
住
宅
に
は
、子
育
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
読
み
聞
か
せ
グ

茶で暮らしを豊かに
「お茶のまち掛川」市民提案募集

　歴
史
あ
る
茶
生
産
の
ま
ち
掛

川
。
お
茶
文
化
を
学
び
、
守
り
、

活
用
す
る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
の

ま
ち
と
暮
ら
し
を
、
も
っ
と
豊
か

で
元
気
に
で
き
る
は
ず
で
す
。

　掛
川
茶
振
興
協
会
は
、
毎
年
、

お
茶
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
お
茶
の

ま
ち
掛
川
」
づ
く
り
市
民
提
案
事

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
最
大
20

万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、み

な
さ
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
ま
で
、
「
外
国
人
留
学
生

と
再
発
見
す
る
掛
川
茶
の
魅
力
」

「
茶
畑
景
色
の
観
光
化
」
な
ど
の

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
約
3
億
6
千
万
円

個
人
が
出
身
地
や
応
援
し
た
い

自
治
体
に
寄
付
す
る
と
、
実
際
に

住
ん
で
い
る
居
住
地
で
税
金
が
軽

減
さ
れ
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
返

礼
品
が
受
け
ら
れ
る
制
度
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
。
平
成
27
年
度
、
掛

川
市
へ
2
万
1
1
0
8
件
、
総
額

約
3
億
6
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
寄
付
で
自
治
体
を

応
援
す
る
と
い
う
制
度
趣
旨
か
ら
、

市
は
1
万
円
以
上
の
寄
付
者
に
お

茶
を
お
礼
と
し
て
贈
っ
て
い
ま
し

た
が
、
地
場
産
品
を
返
礼
品
と
し

て
送
る
こ
と
で
市
の
P
R
に
つ
な

が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が

地
場
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
、
昨
年
4
月
か
ら
返
礼
品
の
充

実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

メ
ロ
ン
、
お
茶
、
野
菜
が
上
位

宿
泊
ド
ッ
ク
な
ど
趣
向
凝
ら
す

昨
年
度
、
人
気
の
高
か
っ
た
返

礼
品
は
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
、
深
蒸

し
掛
川
茶
、
野
菜
、
キ
ウ
イ
な
ど

の
農
産
物
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
「
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

人
間
ド
ッ
ク
宿
泊
券
」
や
地
元
企

業
・
商
店
に
よ
る
名
品
・
逸
品
も

そ
ろ
え
、
掛
川
ら
し
い
品
を
広
く

発
信
し
て
い
ま
す
。

返
礼
品
の
数
は
現
在
1
2
3
品

目
（
7
月
1
日
現
在
）
。
お
盆
で

帰
省
さ
れ
る
ご
家
族
に
も
、
「
ふ

る
さ
と
掛
川
」
を
応
援
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

教育政策室
（☎21-1109） 吉岡彌生賞を創設

子どもの夢と希望に満ちた作品募集

　掛
川
市
、
市
教
育
委
員
会
、
東

京
女
子
医
科
大
学
は
、
今
年
度
か

ら
立
ち
上
げ
た
「
は
ば
た
け
未
来

の
吉
岡
彌
生
賞
」
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　日
本
の
女
性
医
師
育
成
に
尽
力

し
た
郷
土
の
偉
人
、
吉
岡
彌
生
先

生
の
業
績
を
後
世
に
伝
え
顕
彰
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
優
れ
た

研
究
を
表
彰
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
、
志
を
は

ぐ
く
み
ま
す
。

■
募
集
作
品

　医
療
・
看
護
、
健
康
・
福
祉
、

理
科
、
環
境
な
ど
に
関
す
る
研

究
、
論
文
、
製
作
物
品
、
実
践
レ

ポ
ー
ト
、
意
見
主
張
文
な
ど

■
募
集
期
間

　9
月
30
日
（金）
ま
で
（
必
着
）

■
応
募
資
格

　次
の
全
て
を
満
た
す
事
業
（
個

人
、
団
体
は
問
わ
な
い
）

①
「
お
茶
の
ま
ち
掛
川
」
や
「
お

茶
」
の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く

P
R
で
き
る

②
広
く
市
民
や
消
費
者
を
対
象
に

す
る

③
特
定
の
宗
教
、
政
治
、
思
想
の

普
及
な
ど
を
目
的
と
し
な
い

④
営
利
を
目
的
と
し
な
い

⑤
市
内
を
実
施
場
所
と
す
る

■
補
助
額

　▽
対
象
経
費
が
10
万
円
ま
で
は

全
額
▽
10
万
円
を
超
え
る
費
用
は

3
分
の
2
▽
1
事
業
あ
た
り
上
限

20
万
円

■
応
募
期
間

　8
月
1
日
（月）
〜
31
日
（水）
・
午
後

5
時
必
着

■
実
施
時
期

　10
月
1
日
〜
平
成
29
年
2
月
28

日■
応
募
方
法

　所
定
の
様
式
を
掛
川
茶
振
興
協

会
事
務
局
に
提
出

※
郵
送
、
メ
ー
ル
な
ど
の
応
募
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象

　全
国
の
小
中
学
生
と
高
校
生

（
グ
ル
ー
プ
研
究
も
可
）

■
表
彰
・
副
賞

　12
月
に
表
彰
予
定
【
最
優
秀

賞
】
小
、
中
、
高
校
生
各
1
作
品

以
内
【
優
秀
賞
】
小
、
中
、
高
校

生
各
1
作
品
以
内
【
奨
励
賞
】

小
、
中
、
高
校
生
各
5
作
品
以
内

※
入
賞
者
に
は
、
賞
状
お
よ
び
副

賞
（
盾
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
図
書
券
な
ど
）

■
応
募
方
法

　所
定
の
応
募
票
に
記
入
し
、
作

品
と
と
も
に
送
付
で
応
募
（
応
募

票
は
市
教
育
委
員
会
教
育
政
策
室

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
・
〒
4
3
6
‐
8
6
5
0
掛
川

市
長
谷
1
‐
1
‐
1

　掛
川
市
教

育
委
員
会
教
育
政
策
室
宛
）

ル
ー
プ
の
派
遣
、
移
動
図
書
館
の

巡
回
な
ど
、
子
育
て
に
役
立
つ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
育
て
世
帯

の
支
援
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐

震
補
強
工
事
の
補
助
も
拡
充
（
補

助
50
万
円
＋
地
域
買
物
券
30
万
円

を
40
万
円
に
増
額
）
し
て
い
ま
す
。

5
月
31
日
か
ら
掛
川
市
役
所
1

階
に
住
宅
供
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。情報コーナーでは紹介動画や

制度冊子などが置かれている

認定基準（一例）

【一戸建て住宅】
※34項目中23項目以上該当
・キッチンからリビング・ダ
イニングが見渡せる

・バルコニーなどは転落防止
の工夫がされている

・リビング・ダイニングで勉
強などができる広さがある

・家族全員が一度に座れるテー
ブルを置くスペースがある

【集合住宅】
※23項目中15項目以上該当
・10戸以上の独立した住戸を
有している

・住戸専用面積が35平方㍍以上
・駐輪スペースがある
・バルコニーにフェンスを設置
してある

・緊急時用の連絡網がある

商業観光課（☎21-1149）
掛川市　ふるさと納税 検索

掛川茶振興協会事務局
（お茶振興課内☎21-1216）
静岡県掛川市　掛川茶 検索

1位 東京都 6,008 約1億1,200万円
2位 神奈川県 2,228 約3,800万円
3位 愛知県 1,875 約3,440万円
4位 大阪府 1,621 約2,900万円
5位 千葉県 1,138 約1,980万円

掛川市への寄付トップ5（都道府県別）
順位 都道府県 件数 金額

掛
川
市
は
、
お
茶
と
と
も
に
ま
ち
を
は
ぐ
く
み
ま
す

吉岡彌生（1871年－1959年）
掛川市（旧土方村）の髙天神城跡東に
ある鷲山養斎家に生まれる。東京女子
医科大学の前身である東京女医学校を
明治33年に創設し、女性医師の育成と
ともに医学の教育・研究に尽力した。

写真：東京女子医科大学所蔵写真：東京女子医科大学所蔵

※子育て世帯：16歳未満の子どもが
　　　　　　　同居する世帯
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都市政策課
（☎21-1152）

Information Information

子育て世代向け住宅を提案
基準クリアで補助や子育て支援

掛川らしい返礼品で増額
ふるさと納税に3億6,000万円寄付

市
は
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、移

住
や
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
「
子
育
て
世
代
向
け
住

宅
供
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
に
対
し
、
市
教
育

委
員
会
が
策
定
し
た
「
か
け
が
わ

お
茶
の
間
宣
言
」
の
趣
旨
や
子
ど

も
を
安
全
に
育
て
ら
れ
る
環
境
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
子
育
て
向
け

住
宅
」
（
掛
川
モ
デ
ル
）
を
提
案
。

基
準
を
一
定
以
上
満
た
し
て
認
定

さ
れ
る
と
、
補
助
や
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
一
戸
建
て
住
宅

で
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
の
た
め

の
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
子
育
て

世
帯
に
対
し
て
地
域
買
物
券
（
上

限
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。
ま

た
、
集
合
住
宅
に
は
、子
育
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
読
み
聞
か
せ
グ

茶で暮らしを豊かに
「お茶のまち掛川」市民提案募集

　歴
史
あ
る
茶
生
産
の
ま
ち
掛

川
。
お
茶
文
化
を
学
び
、
守
り
、

活
用
す
る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
の

ま
ち
と
暮
ら
し
を
、
も
っ
と
豊
か

で
元
気
に
で
き
る
は
ず
で
す
。

　掛
川
茶
振
興
協
会
は
、
毎
年
、

お
茶
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
お
茶
の

ま
ち
掛
川
」
づ
く
り
市
民
提
案
事

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
最
大
20

万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、み

な
さ
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
ま
で
、
「
外
国
人
留
学
生

と
再
発
見
す
る
掛
川
茶
の
魅
力
」

「
茶
畑
景
色
の
観
光
化
」
な
ど
の

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
約
3
億
6
千
万
円

個
人
が
出
身
地
や
応
援
し
た
い

自
治
体
に
寄
付
す
る
と
、
実
際
に

住
ん
で
い
る
居
住
地
で
税
金
が
軽

減
さ
れ
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
返

礼
品
が
受
け
ら
れ
る
制
度
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
。
平
成
27
年
度
、
掛

川
市
へ
2
万
1
1
0
8
件
、
総
額

約
3
億
6
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
寄
付
で
自
治
体
を

応
援
す
る
と
い
う
制
度
趣
旨
か
ら
、

市
は
1
万
円
以
上
の
寄
付
者
に
お

茶
を
お
礼
と
し
て
贈
っ
て
い
ま
し

た
が
、
地
場
産
品
を
返
礼
品
と
し

て
送
る
こ
と
で
市
の
P
R
に
つ
な

が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が

地
場
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
、
昨
年
4
月
か
ら
返
礼
品
の
充

実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

メ
ロ
ン
、
お
茶
、
野
菜
が
上
位

宿
泊
ド
ッ
ク
な
ど
趣
向
凝
ら
す

昨
年
度
、
人
気
の
高
か
っ
た
返

礼
品
は
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
、
深
蒸

し
掛
川
茶
、
野
菜
、
キ
ウ
イ
な
ど

の
農
産
物
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
「
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

人
間
ド
ッ
ク
宿
泊
券
」
や
地
元
企

業
・
商
店
に
よ
る
名
品
・
逸
品
も

そ
ろ
え
、
掛
川
ら
し
い
品
を
広
く

発
信
し
て
い
ま
す
。

返
礼
品
の
数
は
現
在
1
2
3
品

目
（
7
月
1
日
現
在
）
。
お
盆
で

帰
省
さ
れ
る
ご
家
族
に
も
、
「
ふ

る
さ
と
掛
川
」
を
応
援
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

教育政策室
（☎21-1109） 吉岡彌生賞を創設

子どもの夢と希望に満ちた作品募集

　掛
川
市
、
市
教
育
委
員
会
、
東

京
女
子
医
科
大
学
は
、
今
年
度
か

ら
立
ち
上
げ
た
「
は
ば
た
け
未
来

の
吉
岡
彌
生
賞
」
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　日
本
の
女
性
医
師
育
成
に
尽
力

し
た
郷
土
の
偉
人
、
吉
岡
彌
生
先

生
の
業
績
を
後
世
に
伝
え
顕
彰
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
優
れ
た

研
究
を
表
彰
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
、
志
を
は

ぐ
く
み
ま
す
。

■
募
集
作
品

　医
療
・
看
護
、
健
康
・
福
祉
、

理
科
、
環
境
な
ど
に
関
す
る
研

究
、
論
文
、
製
作
物
品
、
実
践
レ

ポ
ー
ト
、
意
見
主
張
文
な
ど

■
募
集
期
間

　9
月
30
日
（金）
ま
で
（
必
着
）

■
応
募
資
格

　次
の
全
て
を
満
た
す
事
業
（
個

人
、
団
体
は
問
わ
な
い
）

①
「
お
茶
の
ま
ち
掛
川
」
や
「
お

茶
」
の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く

P
R
で
き
る

②
広
く
市
民
や
消
費
者
を
対
象
に

す
る

③
特
定
の
宗
教
、
政
治
、
思
想
の

普
及
な
ど
を
目
的
と
し
な
い

④
営
利
を
目
的
と
し
な
い

⑤
市
内
を
実
施
場
所
と
す
る

■
補
助
額

　▽
対
象
経
費
が
10
万
円
ま
で
は

全
額
▽
10
万
円
を
超
え
る
費
用
は

3
分
の
2
▽
1
事
業
あ
た
り
上
限

20
万
円

■
応
募
期
間

　8
月
1
日
（月）
〜
31
日
（水）
・
午
後

5
時
必
着

■
実
施
時
期

　10
月
1
日
〜
平
成
29
年
2
月
28

日■
応
募
方
法

　所
定
の
様
式
を
掛
川
茶
振
興
協

会
事
務
局
に
提
出

※
郵
送
、
メ
ー
ル
な
ど
の
応
募
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象

　全
国
の
小
中
学
生
と
高
校
生

（
グ
ル
ー
プ
研
究
も
可
）

■
表
彰
・
副
賞

　12
月
に
表
彰
予
定
【
最
優
秀

賞
】
小
、
中
、
高
校
生
各
1
作
品

以
内
【
優
秀
賞
】
小
、
中
、
高
校

生
各
1
作
品
以
内
【
奨
励
賞
】

小
、
中
、
高
校
生
各
5
作
品
以
内

※
入
賞
者
に
は
、
賞
状
お
よ
び
副

賞
（
盾
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
図
書
券
な
ど
）

■
応
募
方
法

　所
定
の
応
募
票
に
記
入
し
、
作

品
と
と
も
に
送
付
で
応
募
（
応
募

票
は
市
教
育
委
員
会
教
育
政
策
室

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
・
〒
4
3
6
‐
8
6
5
0
掛
川

市
長
谷
1
‐
1
‐
1

　掛
川
市
教

育
委
員
会
教
育
政
策
室
宛
）

ル
ー
プ
の
派
遣
、
移
動
図
書
館
の

巡
回
な
ど
、
子
育
て
に
役
立
つ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
育
て
世
帯

の
支
援
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐

震
補
強
工
事
の
補
助
も
拡
充
（
補

助
50
万
円
＋
地
域
買
物
券
30
万
円

を
40
万
円
に
増
額
）
し
て
い
ま
す
。

5
月
31
日
か
ら
掛
川
市
役
所
1

階
に
住
宅
供
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。情報コーナーでは紹介動画や

制度冊子などが置かれている

認定基準（一例）

【一戸建て住宅】
※34項目中23項目以上該当
・キッチンからリビング・ダ
イニングが見渡せる

・バルコニーなどは転落防止
の工夫がされている

・リビング・ダイニングで勉
強などができる広さがある

・家族全員が一度に座れるテー
ブルを置くスペースがある

【集合住宅】
※23項目中15項目以上該当
・10戸以上の独立した住戸を
有している

・住戸専用面積が35平方㍍以上
・駐輪スペースがある
・バルコニーにフェンスを設置
してある

・緊急時用の連絡網がある

商業観光課（☎21-1149）
掛川市　ふるさと納税 検索

掛川茶振興協会事務局
（お茶振興課内☎21-1216）
静岡県掛川市　掛川茶 検索

1位 東京都 6,008 約1億1,200万円
2位 神奈川県 2,228 約3,800万円
3位 愛知県 1,875 約3,440万円
4位 大阪府 1,621 約2,900万円
5位 千葉県 1,138 約1,980万円

掛川市への寄付トップ5（都道府県別）
順位 都道府県 件数 金額

掛
川
市
は
、
お
茶
と
と
も
に
ま
ち
を
は
ぐ
く
み
ま
す

吉岡彌生（1871年－1959年）
掛川市（旧土方村）の髙天神城跡東に
ある鷲山養斎家に生まれる。東京女子
医科大学の前身である東京女医学校を
明治33年に創設し、女性医師の育成と
ともに医学の教育・研究に尽力した。

写真：東京女子医科大学所蔵写真：東京女子医科大学所蔵

※子育て世帯：16歳未満の子どもが
　　　　　　　同居する世帯
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と
が
多
い
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
認
知
症
に
よ
る
記
憶
障

が
い
で
は
、
「
経
験
し
た
こ
と
全
体
を
忘

れ
て
い
る
」
「
目
の
前
の
人
が
誰
だ
か
わ

か
ら
な
い
」
「
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ

て
い
る
」
「
月
や
季
節
を
間
違
え
る
こ
と

が
あ
る
」
「
数
分
前
の
記
憶
が
残
ら
な

い
」
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
こ

と
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
認
知
症
＝
物
忘
れ
、

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
家
族
な
ど

に
指
摘
さ
れ
る
物
忘
れ
に
は
、
認
知
症
の

初
期
症
状
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
気
に
な
る
方
は
一
度
か
か
り
つ

け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

認
知
症
と
は
?

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と

認
知
症
に
よ
る
記
憶
障
が
い
の
違
い

よ
く
患
者
さ
ん
に
「
最
近
、
物
忘
れ
が

ひ
ど
い
の
で
す
が
、
認
知
症
で
す
か
?
」

と
聞
か
れ
ま
す
。
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病

気
か
、
み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
?

ま
た
、
物
忘
れ
は
認
知
症
の
始
ま
り
や
、

主
な
症
状
な
の
で
し
ょ
う
か
?

脳
は
、
記
憶
（
覚
え
る
、
思
い
出
す
な

ど
）
、
感
覚
（
見
る
、
聞
く
な
ど
）
、
思

考
（
理
解
、
判
断
な
ど
）
、
感
情
（
喜

び
、
悲
し
み
な
ど
）
、
か
ら
だ
全
体
の
調

節
（
睡
眠
、
呼
吸
、
体
温
調
節
な
ど
）
と

い
っ
た
、
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
働

き
の
ほ
と
ん
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
働
き
は
、
脳

の
中
で
役
割
分
担
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳

の
細
胞
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
そ

の
働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
脳

の
機
能
が
低
下
し
、
生
活
す
る

う
え
で
支
障
が
生
じ
る
状
態
の

こ
と
を
「
認
知
症
」
と
い
い
ま

す
。

　
加
齢
に
よ
る
「
物
忘
れ
」
は
、
物
事
を

思
い
出
せ
な
く
て
も
、
忘
れ
て
い
る
と
い

う
自
覚
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
認

知
症
に
よ
る
「
記
憶
障
が
い
」
は
、
そ
の

こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
物
忘

れ
の
自
覚
が
な
く
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。

例
え
ば
、
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い

の
は
単
な
る
物
忘
れ
で
、
脳
の
自
然
な
老

化
現
象
で
す
。
認
知
症
で
は
、
家
族
と
自

分
の
関
係
そ
の
も
の
が
わ
か
ら
な
く
な
る

な
ど
、
周
囲
の
状
況
を
把
握
し
た
り
、
判

断
し
た
り
す
る
力
が
衰
え
て
き
ま
す
。

具
体
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
加
齢

に
よ
る
物
忘
れ
に
は
、
「
経
験
し
た
こ
と

が
部
分
的
に
思
い
出
せ
な
い
」
「
目
の
前

の
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
」
「
何
を

食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
い
」
「
曜
日
や
日

付
を
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る
」
「
も
の
覚

え
が
悪
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
」
な

ど
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
は
な
い
こ

ト
ル
コ
で
15
日
夜
ク
ー
デ
タ
ー
が
起

こ
っ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。

世
界
秩
序
に
異
変
が
起
き
て
い
る
、
世
界

が
ど
ん
ど
ん
誤
っ
た
方
向
に
進
ん
で
行
く

の
で
は
な
い
か
と
一
瞬
不
安
が
頭
を
よ
ぎ

り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
大
型
ト
ラ
ッ

ク
が
花
火
見
物
の
群
衆
に
突
っ
込
む
テ
ロ

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
過
激
派
組
織

イ
ス
ラ
ム
国
（
I
S
）
系
の
通
信
社
は

「
I
S
を
攻
撃
す
る
有
志
連
合
参
加
国
の

国
民
を
狙
う
よ
う
に
と
の
呼
び
掛
け
に
応

じ
、
戦
士
の
一
人
が
作
戦
を
実
行
し
た
」

と
声
明
を
出
し
ま
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
も
日
本
人
が
被
害
者
に
な
っ
た
テ

ロ
事
件
が
起
き
て
お
り
、
そ
の
首
謀
者
は

裕
福
な
家
庭
に
育
っ
た
高
学
歴
な
若
者
と

の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
、
人
種
や
民
族
、
宗
教
の
違
い
を

乗
り
越
え
て
平
和
な
世
界
を
築
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
。
貧
困
と
格
差
が
悪
の
連

鎖
を
断
ち
切
れ
な
い
要
因
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
離
脱
に
つ
い

て
で
す
が
、
日
本
人
が
想
像
し
て
い
た
以

上
に
エ
リ
ー
ト
批
判
や
政
治
不
信
な
ど
社

会
の
亀
裂
が
深
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
並

行
し
て
右
派
と
左
派
の
間
で
政
治
的
な
両

極
化
が
進
み
中
道
が
埋
没
し
て
い
る
状
態

に
あ
る
よ
う
で
す
。
離
脱
派
は
、
移
民
が

「
仕
事
を
奪
っ
て
い
く
」
「
雇
用
を
脅
か

す
」
と
移
民
政
策
を
諸
悪
の
根
源
と
し
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

移
民
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
職
を
奪
う
と
い
う

よ
り
、
や
り
た
が
ら
な
い
仕
事
を
引
き
受

け
、
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
E
U
内
に
お
け
る

貿
易
の
非
関
税
化
や
自
由
な
人
の
動
き
が

イ
ギ
リ
ス
経
済
の
成
長
を
支
え
て
き
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
動
車
や
金
融
を
中
心
と
し
た
多
く
の

日
本
企
業
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
欧
州
の
拠
点

と
し
て
進
出
し
て
お
り
（
掛
川
市
に
本
社

を
置
く
企
業
は
進
出
し
て
い
ま
せ
ん
）
、

E
U
加
盟
国
の
イ
ギ
リ
ス
で
取
引
す
る
こ

と
で
低
関
税
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
離
脱
と
な
れ
ば
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が

失
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
に
目
を
転

じ
る
と
ト
ラ
ン
プ
氏
が
共
和
党
の
大
統
領

候
補
に
な
る
と
確
定
し
た
よ
う
で
す
。
誰

も
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
「
ト
ラ
ン
プ

現
象
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
状
況
を
生
み
出

し
た
要
因
は
、
低
所
得
に
陥
っ
た
白
人
中

間
層
の
怒
り
で
あ
り
、
ア
ン
チ
・
エ
ス
タ

ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
感
情
だ
と
思
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
上
位
1
%
が
富
の
4

分
の
1
を
占
め
て
い
る
。
こ
ん
な
状
態
が

資
本
主
義
と
言
え
る
の
か
と
不
満
が
表
面

化
し
、
階
層
的
に
も
固
定
化
が
進
み
、
次

世
代
が
豊
か
に
な
る
可
能
性
が
閉
ざ
さ

れ
、
格
差
が
絶
望
的
に
広
が
る
中
で
、
白

人
低
所
得
層
の
悲
鳴
の
受
け
皿
と
し
て

「
ト
ラ
ン
プ
現
象
」
が
起
こ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

貧
困
問
題
や
格
差
問
題
が
、
ク
ー
デ

タ
ー
や
テ
ロ
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
「
E
U
離
脱
」
や
「
ト
ラ
ン
プ
現

象
」
の
根
底
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

解
決
に
は
、
世
界
各
国
が
協
調
し
て
富
の

偏
在
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

掛
川
市
に
お
い
て
も
、
特
に
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
充
実
に
し
っ
か
り
取
り
組

み
、
貧
困
や
格
差
の
な
い
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
物
忘
れ
が
認
知
症
の
始
ま
り
っ
て
本
当
?
〜

認
知
症
と
物
忘
れ

ち
ゅ
う
ど
う
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と
が
多
い
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
認
知
症
に
よ
る
記
憶
障

が
い
で
は
、
「
経
験
し
た
こ
と
全
体
を
忘

れ
て
い
る
」
「
目
の
前
の
人
が
誰
だ
か
わ

か
ら
な
い
」
「
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ

て
い
る
」
「
月
や
季
節
を
間
違
え
る
こ
と

が
あ
る
」
「
数
分
前
の
記
憶
が
残
ら
な

い
」
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
こ

と
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
認
知
症
＝
物
忘
れ
、

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
家
族
な
ど

に
指
摘
さ
れ
る
物
忘
れ
に
は
、
認
知
症
の

初
期
症
状
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
気
に
な
る
方
は
一
度
か
か
り
つ

け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

認
知
症
と
は
?

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と

認
知
症
に
よ
る
記
憶
障
が
い
の
違
い

よ
く
患
者
さ
ん
に
「
最
近
、
物
忘
れ
が

ひ
ど
い
の
で
す
が
、
認
知
症
で
す
か
?
」

と
聞
か
れ
ま
す
。
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病

気
か
、
み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
?

ま
た
、
物
忘
れ
は
認
知
症
の
始
ま
り
や
、

主
な
症
状
な
の
で
し
ょ
う
か
?

脳
は
、
記
憶
（
覚
え
る
、
思
い
出
す
な

ど
）
、
感
覚
（
見
る
、
聞
く
な
ど
）
、
思

考
（
理
解
、
判
断
な
ど
）
、
感
情
（
喜

び
、
悲
し
み
な
ど
）
、
か
ら
だ
全
体
の
調

節
（
睡
眠
、
呼
吸
、
体
温
調
節
な
ど
）
と

い
っ
た
、
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
働

き
の
ほ
と
ん
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
働
き
は
、
脳

の
中
で
役
割
分
担
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳

の
細
胞
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
そ

の
働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
脳

の
機
能
が
低
下
し
、
生
活
す
る

う
え
で
支
障
が
生
じ
る
状
態
の

こ
と
を
「
認
知
症
」
と
い
い
ま

す
。

　
加
齢
に
よ
る
「
物
忘
れ
」
は
、
物
事
を

思
い
出
せ
な
く
て
も
、
忘
れ
て
い
る
と
い

う
自
覚
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
認

知
症
に
よ
る
「
記
憶
障
が
い
」
は
、
そ
の

こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
物
忘

れ
の
自
覚
が
な
く
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。

例
え
ば
、
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い

の
は
単
な
る
物
忘
れ
で
、
脳
の
自
然
な
老

化
現
象
で
す
。
認
知
症
で
は
、
家
族
と
自

分
の
関
係
そ
の
も
の
が
わ
か
ら
な
く
な
る

な
ど
、
周
囲
の
状
況
を
把
握
し
た
り
、
判

断
し
た
り
す
る
力
が
衰
え
て
き
ま
す
。

具
体
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
加
齢

に
よ
る
物
忘
れ
に
は
、
「
経
験
し
た
こ
と

が
部
分
的
に
思
い
出
せ
な
い
」
「
目
の
前

の
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
」
「
何
を

食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
い
」
「
曜
日
や
日

付
を
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る
」
「
も
の
覚

え
が
悪
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
」
な

ど
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
は
な
い
こ

ト
ル
コ
で
15
日
夜
ク
ー
デ
タ
ー
が
起

こ
っ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。

世
界
秩
序
に
異
変
が
起
き
て
い
る
、
世
界

が
ど
ん
ど
ん
誤
っ
た
方
向
に
進
ん
で
行
く

の
で
は
な
い
か
と
一
瞬
不
安
が
頭
を
よ
ぎ

り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
大
型
ト
ラ
ッ

ク
が
花
火
見
物
の
群
衆
に
突
っ
込
む
テ
ロ

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
過
激
派
組
織

イ
ス
ラ
ム
国
（
I
S
）
系
の
通
信
社
は

「
I
S
を
攻
撃
す
る
有
志
連
合
参
加
国
の

国
民
を
狙
う
よ
う
に
と
の
呼
び
掛
け
に
応

じ
、
戦
士
の
一
人
が
作
戦
を
実
行
し
た
」

と
声
明
を
出
し
ま
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
も
日
本
人
が
被
害
者
に
な
っ
た
テ

ロ
事
件
が
起
き
て
お
り
、
そ
の
首
謀
者
は

裕
福
な
家
庭
に
育
っ
た
高
学
歴
な
若
者
と

の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
、
人
種
や
民
族
、
宗
教
の
違
い
を

乗
り
越
え
て
平
和
な
世
界
を
築
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
。
貧
困
と
格
差
が
悪
の
連

鎖
を
断
ち
切
れ
な
い
要
因
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
離
脱
に
つ
い

て
で
す
が
、
日
本
人
が
想
像
し
て
い
た
以

上
に
エ
リ
ー
ト
批
判
や
政
治
不
信
な
ど
社

会
の
亀
裂
が
深
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
並

行
し
て
右
派
と
左
派
の
間
で
政
治
的
な
両

極
化
が
進
み
中
道
が
埋
没
し
て
い
る
状
態

に
あ
る
よ
う
で
す
。
離
脱
派
は
、
移
民
が

「
仕
事
を
奪
っ
て
い
く
」
「
雇
用
を
脅
か

す
」
と
移
民
政
策
を
諸
悪
の
根
源
と
し
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

移
民
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
職
を
奪
う
と
い
う

よ
り
、
や
り
た
が
ら
な
い
仕
事
を
引
き
受

け
、
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
E
U
内
に
お
け
る

貿
易
の
非
関
税
化
や
自
由
な
人
の
動
き
が

イ
ギ
リ
ス
経
済
の
成
長
を
支
え
て
き
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
動
車
や
金
融
を
中
心
と
し
た
多
く
の

日
本
企
業
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
欧
州
の
拠
点

と
し
て
進
出
し
て
お
り
（
掛
川
市
に
本
社

を
置
く
企
業
は
進
出
し
て
い
ま
せ
ん
）
、

E
U
加
盟
国
の
イ
ギ
リ
ス
で
取
引
す
る
こ

と
で
低
関
税
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
離
脱
と
な
れ
ば
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が

失
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
に
目
を
転

じ
る
と
ト
ラ
ン
プ
氏
が
共
和
党
の
大
統
領

候
補
に
な
る
と
確
定
し
た
よ
う
で
す
。
誰

も
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
「
ト
ラ
ン
プ

現
象
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
状
況
を
生
み
出

し
た
要
因
は
、
低
所
得
に
陥
っ
た
白
人
中

間
層
の
怒
り
で
あ
り
、
ア
ン
チ
・
エ
ス
タ

ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
感
情
だ
と
思
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
上
位
1
%
が
富
の
4

分
の
1
を
占
め
て
い
る
。
こ
ん
な
状
態
が

資
本
主
義
と
言
え
る
の
か
と
不
満
が
表
面

化
し
、
階
層
的
に
も
固
定
化
が
進
み
、
次

世
代
が
豊
か
に
な
る
可
能
性
が
閉
ざ
さ

れ
、
格
差
が
絶
望
的
に
広
が
る
中
で
、
白

人
低
所
得
層
の
悲
鳴
の
受
け
皿
と
し
て

「
ト
ラ
ン
プ
現
象
」
が
起
こ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

貧
困
問
題
や
格
差
問
題
が
、
ク
ー
デ

タ
ー
や
テ
ロ
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
「
E
U
離
脱
」
や
「
ト
ラ
ン
プ
現

象
」
の
根
底
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

解
決
に
は
、
世
界
各
国
が
協
調
し
て
富
の

偏
在
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

掛
川
市
に
お
い
て
も
、
特
に
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
充
実
に
し
っ
か
り
取
り
組

み
、
貧
困
や
格
差
の
な
い
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
物
忘
れ
が
認
知
症
の
始
ま
り
っ
て
本
当
?
〜

認
知
症
と
物
忘
れ

ち
ゅ
う
ど
う
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■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　9月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月12日（水）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　9月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月3日（月）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　9月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月3日（月）

各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

9月

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

9月の健康案内

保健師・栄養士だより
熱中症からカラダを守ろう!!　

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内38か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

対　象：乳幼児と保護者
中　央：9月   2日・ 9日（金）午前10時30分～11時
大　東：9月   2日・ 9日（金）午前10時30分～11時
大須賀：9月 16日・23日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが手遊びや
育児相談などを行っています。

中　央：9月7・14・21日（水）　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 9月10日・24日（土）午後3時～3時30分
大　東： 9月  3日・17日（土）午前10時30分～11時10分
大須賀： 毎週土曜日　午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月16日（金）午前10時30分～11時

絵

タムシン・
ピッケラル/著
五十嵐 友子/訳
（エクスナレッジ）

世界で一番美しい
猫の図鑑

岡田淳/作・絵
（偕成社）

びりっかすの
神さま

庄野ナホコ/作
（講談社）

おおきなスイカ

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

『橋を見に行こう・伝えたい日
本の橋』をお薦めします。心なご
む150の橋の魅力を美しい写真と
文で表現しています。どの橋にも
歴史や物語があり、味わいのある
姿を楽しむことができます。表紙
は『銀河鉄道の夜』のモデルと
なった橋です。こんなジャンルの
本はいかがでしょうか。

BooKリレー○14

猫の種類だけではなく、猫種の歴史
や人との関係を紹介しています。猫
それぞれの表情豊かな姿を見ること
ができ、猫好きの方にはたまらない
1冊。タイトルは図鑑となっています
が、写真集としても楽しめます。

びりになった人だけが見える「びりっ
かすの神さま」が成績至上主義のクラ
スに現れた!?彼をつくり出したのは、
びりになったときの悲しい気持ちや嫌
な気持ち。頑張ること、努力すること
の意味を考えさせられる本です。

熱中症は、例年梅雨明けころから8月上旬にかけて多発します。
一人ひとりが熱中症予防の正しい知識を持ち、自分の体調の変

化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配り熱中症による健
康被害を防ぎましょう。　　　
熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です!

●こまめに水分・塩分補給をする
　室内でも、外出時でも、のどの乾きを感じなくても、こまめに
水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう。
●暑さを避ける
　室内では・・・
　　扇風機やエアコンで温度を調節
　　遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
　　室温をこまめに確認
　外出時には・・・
　　日傘や帽子の着用
　　日陰の利用、こまめな休憩
　　天気のよい日は、日中の外出をできるだけ控える
　カラダの蓄熱を避けるために
　　通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　　保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、カラダを冷やす

ルッキオとフリフリという2匹の猫の
物語。シリーズではほかに『はじめて
のクリスマス』という本があります。
両方ともユニークな話ですが、2匹の
猫のいじらしさや悲哀感がにじみ出て
いて、笑えて泣ける絵本です。

市内38か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

▲図書館協議会委員・
福住久美子さん

■漫画と朗読でつづる私の八月十五日展　　中央
　～戦後七十年を過ぎても～
　　期間：8月10日（水）～21日（日）
　　※戦中・戦後の紙芝居展同時開催
■宮沢賢治に親しむ会～誕生120年を記念して～　　中央
　　とき：8月27日（土）午後1時30分～
　　内容：宮沢賢治作品の朗読、ブックトークなど。
　　　　　作品を紹介し合いますのでお薦めの本をお持ちください。
★八木洋行さんのおはなし会「妖怪の民俗学」　大須賀
　　とき：9月3日（土）午後1時30分～
■耐震パネル展　　大須賀
　　期間：9月3日（土）～22日（木・祝）午前9時～午後5時
■無料耐震相談会　　大須賀
　　とき：9月10日（土）・11日（日）午後1時30分～3時30分
■図書館の中の保健室　　大須賀
　　とき：9月20日（火）午前9時30分～11時30分
　　内容：看護師による血圧・体脂肪の測定、各種相談

小学校、公民館、農協などを移動図書
館車が巡回します。詳しい日程は図書
館へお問い合わせいただくか、図書館
ホームページをご覧ください。

システム更新（3館）と蔵書点検（中央）に伴い、長期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
休館します。ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 14 水 平成28年2月  1日 ～15日出生児

 16 金 平成28年2月 16日 ～29日出生児

 9 金 平成27年2月  1日 ～15日出生児

 12 月 平成27年2月 16日 ～28日出生児

 15 木 平成27年1～2月出生児

 14 水 平成26年6月   1日 ～15日出生児  

 16 金 平成26年6月 16日～30日出生児

 6 火 平成25年7～8月出生児  

 13 火 平成25年8月   1日 ～15日出生児

 20 火 平成25年8月 16日～31日出生児

 

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 7 水 平成28年  7月出生児

 6 火

 21 水
生後4～8か月児の親（予約制）
※6日（火）は託児がありません

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（歯科編）
13：15～13：30  26 月 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可
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■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　9月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月12日（水）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　9月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月3日（月）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　9月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月3日（月）

各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

9月

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

9月の健康案内

保健師・栄養士だより
熱中症からカラダを守ろう!!　

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内38か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

対　象：乳幼児と保護者
中　央：9月   2日・ 9日（金）午前10時30分～11時
大　東：9月   2日・ 9日（金）午前10時30分～11時
大須賀：9月 16日・23日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが手遊びや
育児相談などを行っています。

中　央：9月7・14・21日（水）　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 9月10日・24日（土）午後3時～3時30分
大　東： 9月  3日・17日（土）午前10時30分～11時10分
大須賀： 毎週土曜日　午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月16日（金）午前10時30分～11時

絵

タムシン・
ピッケラル/著
五十嵐 友子/訳
（エクスナレッジ）

世界で一番美しい
猫の図鑑

岡田淳/作・絵
（偕成社）

びりっかすの
神さま

庄野ナホコ/作
（講談社）

おおきなスイカ

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

『橋を見に行こう・伝えたい日
本の橋』をお薦めします。心なご
む150の橋の魅力を美しい写真と
文で表現しています。どの橋にも
歴史や物語があり、味わいのある
姿を楽しむことができます。表紙
は『銀河鉄道の夜』のモデルと
なった橋です。こんなジャンルの
本はいかがでしょうか。

BooKリレー○14

猫の種類だけではなく、猫種の歴史
や人との関係を紹介しています。猫
それぞれの表情豊かな姿を見ること
ができ、猫好きの方にはたまらない
1冊。タイトルは図鑑となっています
が、写真集としても楽しめます。

びりになった人だけが見える「びりっ
かすの神さま」が成績至上主義のクラ
スに現れた!?彼をつくり出したのは、
びりになったときの悲しい気持ちや嫌
な気持ち。頑張ること、努力すること
の意味を考えさせられる本です。

熱中症は、例年梅雨明けころから8月上旬にかけて多発します。
一人ひとりが熱中症予防の正しい知識を持ち、自分の体調の変

化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配り熱中症による健
康被害を防ぎましょう。　　　
熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です!

●こまめに水分・塩分補給をする
　室内でも、外出時でも、のどの乾きを感じなくても、こまめに
水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう。
●暑さを避ける
　室内では・・・
　　扇風機やエアコンで温度を調節
　　遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
　　室温をこまめに確認
　外出時には・・・
　　日傘や帽子の着用
　　日陰の利用、こまめな休憩
　　天気のよい日は、日中の外出をできるだけ控える
　カラダの蓄熱を避けるために
　　通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　　保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、カラダを冷やす

ルッキオとフリフリという2匹の猫の
物語。シリーズではほかに『はじめて
のクリスマス』という本があります。
両方ともユニークな話ですが、2匹の
猫のいじらしさや悲哀感がにじみ出て
いて、笑えて泣ける絵本です。

市内38か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

▲図書館協議会委員・
福住久美子さん

■漫画と朗読でつづる私の八月十五日展　　中央
　～戦後七十年を過ぎても～
　　期間：8月10日（水）～21日（日）
　　※戦中・戦後の紙芝居展同時開催
■宮沢賢治に親しむ会～誕生120年を記念して～　　中央
　　とき：8月27日（土）午後1時30分～
　　内容：宮沢賢治作品の朗読、ブックトークなど。
　　　　　作品を紹介し合いますのでお薦めの本をお持ちください。
★八木洋行さんのおはなし会「妖怪の民俗学」　大須賀
　　とき：9月3日（土）午後1時30分～
■耐震パネル展　　大須賀
　　期間：9月3日（土）～22日（木・祝）午前9時～午後5時
■無料耐震相談会　　大須賀
　　とき：9月10日（土）・11日（日）午後1時30分～3時30分
■図書館の中の保健室　　大須賀
　　とき：9月20日（火）午前9時30分～11時30分
　　内容：看護師による血圧・体脂肪の測定、各種相談

小学校、公民館、農協などを移動図書
館車が巡回します。詳しい日程は図書
館へお問い合わせいただくか、図書館
ホームページをご覧ください。

システム更新（3館）と蔵書点検（中央）に伴い、長期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
休館します。ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 14 水 平成28年2月  1日 ～15日出生児

 16 金 平成28年2月 16日 ～29日出生児

 9 金 平成27年2月  1日 ～15日出生児

 12 月 平成27年2月 16日 ～28日出生児

 15 木 平成27年1～2月出生児

 14 水 平成26年6月   1日 ～15日出生児  

 16 金 平成26年6月 16日～30日出生児

 6 火 平成25年7～8月出生児  

 13 火 平成25年8月   1日 ～15日出生児

 20 火 平成25年8月 16日～31日出生児

 

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 7 水 平成28年  7月出生児

 6 火

 21 水
生後4～8か月児の親（予約制）
※6日（火）は託児がありません

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（歯科編）
13：15～13：30  26 月 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可

15 14



事業名 とき・ところ 対象・参加料
①8/24（水）②25（木）
③26（金）15：30～17：00
板沢最終処分場（板沢）

8/25（木）9：30～13：00
大須賀中央公民館（西大渕）

8/24（水）13：30～15：30
中央図書館（掛川）

8/27（土）9：30～17：00
大須賀中央公民館（西大渕）

8/27（土）18：30～
（18：00受付）雨天決行
いこいの広場（細谷）

①8/6（土）②8/28（日）
③9/10（土）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

8/7（日）・27（土）
10：00～12：00
街なか再生サロン（連雀）

①8/8（月）～9/2（金）8：30～17：15
　市役所3階テラス
②9/4（日）～21（水）9：00～17：00
　大須賀図書館（西大渕）

①8/9（火）ハローワーク掛川（金城）
②8/12（金）大東市民交流センター（三俣）
13：30～16：00

8/11（木・祝）
9：00～11：30
森林果樹公園（下俣）

①8/15（月）・16（火）
　市役所3階テラス
②9/10（土）・11（日）
　大須賀図書館（西大渕）
13：30～15：30

8/18（木）9：30～11：30
市役所4階会議室6

8/20（土）13：30～15：30
（13：00受付）
中央図書館（掛川）

8/22（月）12：30～13：00
市役所1階ロビー

8/24（水）8：50～12：00
（8：30受付）
生涯学習センター（御所原）

内容・申込方法など内容・申込方法など 事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
各日4人
相談無料

自衛隊に興味
のある方
参加無料

どなたでも
入場無料

15～39歳
保護者
相談無料

どなたでも
入園無料

どなたでも
相談無料

どなたでも
30人
参加無料

どなたでも
入場無料

小・中・高校生
および一般
参加無料

ローマ字入力と
マウスの操作が
できる方8人
参加無料

どなたでも
各日20人
受講無料

小学生以上
（小学生は保護
者同伴）16人
参加料1,500円

ボランティアに
興味のある方
参加無料

どなたでも
入場無料

小学生以上
参加無料

希望した自治区に市が貸し出す「チッパー」の操作
方法を事前に学ぶ講習会です。
　8/1（月）から電話で申し込み（申込順）

冷製パスタ、なすのゴマ煮、ピーマンのじゃこ煮
持ち物　飲み物、エプロン、三角巾、ふきん2枚、筆
記用具
　8/2（火）～20（土）に参加料を添えて来館で申
し込み（申込順・月曜休館）

本の配架ルールについての講義や、本をフィルム
でコーティングする実習などを行います。
　電話または来館で申し込み（申込順・月曜休館）

長距離に興味のある方、自分のタイムを計ってみた
い方の参加をお待ちしています。
参加資格・種目
一般・高校男子5,000m、一般・高校女子3,000m、
中学生（男女）3,000m、小学生（男女）1,500m
　直接会場へ

昭和の映画「名もなく貧しく美しく」「煙突の見える
場所」「裸の島」を上映。家族でお楽しみください。
　直接会場へ

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申し込み（申込順）

熊本地震の被災地を訪問した市職員が状況を写真
で紹介します。小笠地区の建築士による住宅・建築
作品展「ジモトのシゴト展」も同時開催します。
　直接会場へ（①土日祝閉庁、②月曜休館）
就労に関する相談。求人の探し方、履歴書の書き
方、面接の受け方などの研修あり。9月に就労支援
セミナーを開催。詳しくはお問い合わせください。
　直接会場へ
カットフルーツやジュースの無料提供、親子梨取り
無料体験（先着50組）などがあります。果樹などの
即売会もあります。小雨決行、雨天中止
　直接会場へ

ジモトの建築士会会員の一級建築士が、住宅計画
や耐震補強、省エネ住宅、リフォームなどの相談に
応じます。TOUKAI-０の申し込みもできます。
　直接会場へ（①土日祝閉庁、②月曜休館）

タイピングの基礎とインターネット検索の方法につ
いて学びます。
　8/15（月）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）
講師は中小企業診断士の山尾秀則さん。開業のた
めの基礎知識をお話しします。
　電話で申し込み（申込順）
演奏者は永田雅代さん。お昼のひとときを心地よい
音色とともに過ごしませんか。
　直接会場へ
市内2企業を迎えての参加型実験教室。五感を使っ
て、家族で最先端の技術にふれてみませんか。
　電話またはFAXで申し込み（当日会場申し込み
も可）

自衛官採用制度の概要説明やイベント情報など。
　直接会場へ

剪定枝粉砕機（チッパー）
運転講習会
　　環境政策課（☎21-1145）

夏の自然農法野菜料理教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

図書館ボランティア養成講座
　　中央図書館
（☎24-5921）

気まぐれ映画館
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

第17回県市町対抗駅伝
競走大会掛川市選手団
第1回選考会
　事務局（NPO法人掛川市
体育協会内・☎24-9781）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

陸海空自衛官採用制度説明会
　自衛隊静岡地方協力本
部袋井地域事務所
（☎0538-43-3717）

写真で紹介
「市職員が見た熊本地震」
　都市政策課（☎21-1152）

出張相談会
　地域若者サポートステー
ションかけがわ
（☎61-0755）

果樹公園フェア
　森林果樹公園
（☎23-8102）

お昼のピアノミニコンサート
　生涯学習センター
（☎24-7777）

住宅・耐震なんでも無料
建築相談
　都市政策課（☎21-1152）

やさしいパソコン講座
　　 IT政策課
（☎21-1341）

科学好きな子集まれ!
白熱サイテク教室
　　社会教育課
（☎21-1157・FAX21-1222）

創業支援セミナー
　　産業労政課
（☎21-1125）

吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料／ 小中学生無料、一般200円 ※特別展開催時は別料金 ※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

ふくしあ健康相談（9月）

●【健康セミナー】
　9/24（土）13：30～15：00
　「眠らない脳はない  なぜ眠れないのか?」
　昆虫からヒトまで、脳を持つ動物は必ず
眠ります。しかし動物によって眠り方はさ
まざまです。みなさんの脳はどんな眠り方
をするのか、一緒に考えてみましょう。
講師　東京女子医科大学名誉教授 岩田誠さん
ところ　東京女子医大看護学部大東キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　300円
※電話・FAX（講座名・氏名・
住所・電話番号を明記）で
申し込み（申込順）

●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　吉岡彌生の日常を知るための材料とし
て、当時の建物に関する資料や愛用品など
を中心に紹介しています。学校、病院、自
宅など場所によって多様に変化する日常
を想像しながら、彼女が生きた風景をご覧
ください。

●【夏のイベントデー】※入館無料
　8/21（日）10：00～15：30
　館内案内・スタンプラリー・救命救急な
ど、記念館のボランティアによるおもてな
しイベントです。

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　9/21（水）10：00～11：30
●たまり～な出張相談
　（　東部ふくしあ ☎61-2900）
　9/7（水）10：00～12：00
●中部ふくしあ（☎28-9713)
　9/14（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　9/6（火）9：30～11：30
●さんりーな出張相談
　（　西部ふくしあ ☎29-5977）
　9/21（水）9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　9/7（水）9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　9/8（木）9：30～11：30
●とうもんの里出張相談
　（　 大須賀ふくしあ ☎48-1007）
　9/23（金）10：00～12：00

今
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（土）

静岡県労働法セミナー
（コース別）
　　西部県民生活センター
（☎053-458-7243）

健康ステップアップ教室
（全7回）
　　保健予防課（☎23-8111）

市民テニス大会（ダブルス）
①一般の部②110歳の部
　　南体育館し～すぽ
（☎28-8710・FAX28-8711）

医療市民講座
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

①9/5（月）～16（金）全6回
②9/21（水）～10/12（水）
全9回
生涯学習センター（御所原）

①9/7（水）②9/15（木）
③10/6（木）
10：00～16：30
浜松総合庁舎（浜松市西区）
9/10（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

9/22（木・祝）8：00～
予備日9/25（日）
大東総合運動場（国安）

9/16（金）・29（木）、10/13（木）
・27（木）、11/10（木）・25（金）、
12/9（金）13：30～15：30
（10/13は9：30～12：30）
徳育保健センター（御所原）

県内在住で、
ハローワークに
求職登録中の
55歳以上
受講無料　　　　　　　　　　

労働問題に関心
のある方
各回30人程度
受講無料

どなたでも
受講無料

40～64歳（全
回参加できる
方優先）20人
500円程度
（材料費）
市内在住または
勤務する方を含
むペア
①20組②10組
2,000円

①福祉住環境コーディネーター②事務スタッフの講
習。全日程の受講が必須。②はパソコンの基礎やビ
ジネスマナーを学びます。申し込み後、①8/30
（火）②9/13（火）の選考会で受講者を決定します。
　日程、申込方法などはお問い合わせください。

①は労働法制、②は多様な働き方、③は労務管理・
職場環境について解説。コースは選択制です。
　8/19（金）17：00までに申し込み（申込順）
申込方法などはお問い合わせください。
①「難治・進行消化器がんへの挑戦」外科：京兼医師
②「白内障について」眼科：土屋医師
　直接会場へ

トランポビクス体験、ウォーキング教室、ふじ33プロ
グラム、栄養講話、筋肉量測定、調理実習、お口ケア
など
　9/14（水）までに電話で申し込み（申込順）

②女性は15歳のハンディあり。申込書はし～すぽ・
大東総合運動場・大東北運動場・いこいの広場・安養
寺・さんりーなにあります（休業日要確認）。
　9/11（日）までに、申込書をし～すぽへFAXまた
は上記施設へ直接提出で申し込み

シルバー技能講習会
※厚生労働省委託事業
　静岡労働局
（☎054-271-9972）
　　日建学院浜松校
（☎053-546-1077）

9/24（土）9：30～11：30
大須賀支所南館2階
（西大渕）

9/24（土）9：00～15：00
（7：30～8：30受付）小雨決行
シートピア（国安）受付
※駐車場はシートピア東側
（ビーチスポーツ公園北側）

9/28（水）～12/21（水）の
毎週水曜日（11/23（水・祝）除く）
①9：30～11：30
　さんりーな（大池）ほか
②13：30～15：30  大東市
　民交流センター（三俣）ほか

どなたでも
100人
参加無料

どなたでも
300人
300円
小学生以下無料
（保護者同伴）

介護認定を受
けていない65
～74歳（H28.
4.1現在）
各20人
参加無料

手続きの流れや期限など、相続の基本を学びます。
持ち物　飲み物、筆記用具
　8/13（土）～9/14（水）に電話、FAXまたは来館
で申し込み（月曜休館）
①18㎞コース（シャトルバスで石津駅へ～石津駅ス
タート～各軽便駅～シートピア）
②12㎞コース（シートピアスタート～各軽便駅跡
（大東区域のみ）～シートピア
　9/16（金）までに電話で申し込み（申込順。当日
会場申し込みも可）

全回参加できる方が対象。認知症予防や転倒予防
の効果が期待できる「スクエアステップ」を取り入
れた教室です。
　8/17（水）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）

聞きかじり相続のきほん教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

第7回だいとう・おおすか
軽便ロマンウォーク
　　掛川観光協会
大東支部・大須賀支部
（商業観光課内☎21-1149）

健やかステップ
「脳と身体の若返り教室」
　　高齢者支援課
（☎21-1142）
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事業名 とき・ところ 対象・参加料
①8/24（水）②25（木）
③26（金）15：30～17：00
板沢最終処分場（板沢）

8/25（木）9：30～13：00
大須賀中央公民館（西大渕）

8/24（水）13：30～15：30
中央図書館（掛川）

8/27（土）9：30～17：00
大須賀中央公民館（西大渕）

8/27（土）18：30～
（18：00受付）雨天決行
いこいの広場（細谷）

①8/6（土）②8/28（日）
③9/10（土）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

8/7（日）・27（土）
10：00～12：00
街なか再生サロン（連雀）

①8/8（月）～9/2（金）8：30～17：15
　市役所3階テラス
②9/4（日）～21（水）9：00～17：00
　大須賀図書館（西大渕）

①8/9（火）ハローワーク掛川（金城）
②8/12（金）大東市民交流センター（三俣）
13：30～16：00

8/11（木・祝）
9：00～11：30
森林果樹公園（下俣）

①8/15（月）・16（火）
　市役所3階テラス
②9/10（土）・11（日）
　大須賀図書館（西大渕）
13：30～15：30

8/18（木）9：30～11：30
市役所4階会議室6

8/20（土）13：30～15：30
（13：00受付）
中央図書館（掛川）

8/22（月）12：30～13：00
市役所1階ロビー

8/24（水）8：50～12：00
（8：30受付）
生涯学習センター（御所原）

内容・申込方法など内容・申込方法など 事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
各日4人
相談無料

自衛隊に興味
のある方
参加無料

どなたでも
入場無料

15～39歳
保護者
相談無料

どなたでも
入園無料

どなたでも
相談無料

どなたでも
30人
参加無料

どなたでも
入場無料

小・中・高校生
および一般
参加無料

ローマ字入力と
マウスの操作が
できる方8人
参加無料

どなたでも
各日20人
受講無料

小学生以上
（小学生は保護
者同伴）16人
参加料1,500円

ボランティアに
興味のある方
参加無料

どなたでも
入場無料

小学生以上
参加無料

希望した自治区に市が貸し出す「チッパー」の操作
方法を事前に学ぶ講習会です。
　8/1（月）から電話で申し込み（申込順）

冷製パスタ、なすのゴマ煮、ピーマンのじゃこ煮
持ち物　飲み物、エプロン、三角巾、ふきん2枚、筆
記用具
　8/2（火）～20（土）に参加料を添えて来館で申
し込み（申込順・月曜休館）

本の配架ルールについての講義や、本をフィルム
でコーティングする実習などを行います。
　電話または来館で申し込み（申込順・月曜休館）

長距離に興味のある方、自分のタイムを計ってみた
い方の参加をお待ちしています。
参加資格・種目
一般・高校男子5,000m、一般・高校女子3,000m、
中学生（男女）3,000m、小学生（男女）1,500m
　直接会場へ

昭和の映画「名もなく貧しく美しく」「煙突の見える
場所」「裸の島」を上映。家族でお楽しみください。
　直接会場へ

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申し込み（申込順）

熊本地震の被災地を訪問した市職員が状況を写真
で紹介します。小笠地区の建築士による住宅・建築
作品展「ジモトのシゴト展」も同時開催します。
　直接会場へ（①土日祝閉庁、②月曜休館）
就労に関する相談。求人の探し方、履歴書の書き
方、面接の受け方などの研修あり。9月に就労支援
セミナーを開催。詳しくはお問い合わせください。
　直接会場へ
カットフルーツやジュースの無料提供、親子梨取り
無料体験（先着50組）などがあります。果樹などの
即売会もあります。小雨決行、雨天中止
　直接会場へ

ジモトの建築士会会員の一級建築士が、住宅計画
や耐震補強、省エネ住宅、リフォームなどの相談に
応じます。TOUKAI-０の申し込みもできます。
　直接会場へ（①土日祝閉庁、②月曜休館）

タイピングの基礎とインターネット検索の方法につ
いて学びます。
　8/15（月）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）
講師は中小企業診断士の山尾秀則さん。開業のた
めの基礎知識をお話しします。
　電話で申し込み（申込順）
演奏者は永田雅代さん。お昼のひとときを心地よい
音色とともに過ごしませんか。
　直接会場へ
市内2企業を迎えての参加型実験教室。五感を使っ
て、家族で最先端の技術にふれてみませんか。
　電話またはFAXで申し込み（当日会場申し込み
も可）

自衛官採用制度の概要説明やイベント情報など。
　直接会場へ

剪定枝粉砕機（チッパー）
運転講習会
　　環境政策課（☎21-1145）

夏の自然農法野菜料理教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

図書館ボランティア養成講座
　　中央図書館
（☎24-5921）

気まぐれ映画館
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

第17回県市町対抗駅伝
競走大会掛川市選手団
第1回選考会
　事務局（NPO法人掛川市
体育協会内・☎24-9781）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

陸海空自衛官採用制度説明会
　自衛隊静岡地方協力本
部袋井地域事務所
（☎0538-43-3717）

写真で紹介
「市職員が見た熊本地震」
　都市政策課（☎21-1152）

出張相談会
　地域若者サポートステー
ションかけがわ
（☎61-0755）

果樹公園フェア
　森林果樹公園
（☎23-8102）

お昼のピアノミニコンサート
　生涯学習センター
（☎24-7777）

住宅・耐震なんでも無料
建築相談
　都市政策課（☎21-1152）

やさしいパソコン講座
　　 IT政策課
（☎21-1341）

科学好きな子集まれ!
白熱サイテク教室
　　社会教育課
（☎21-1157・FAX21-1222）

創業支援セミナー
　　産業労政課
（☎21-1125）

吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料／ 小中学生無料、一般200円 ※特別展開催時は別料金 ※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

ふくしあ健康相談（9月）

●【健康セミナー】
　9/24（土）13：30～15：00
　「眠らない脳はない  なぜ眠れないのか?」
　昆虫からヒトまで、脳を持つ動物は必ず
眠ります。しかし動物によって眠り方はさ
まざまです。みなさんの脳はどんな眠り方
をするのか、一緒に考えてみましょう。
講師　東京女子医科大学名誉教授 岩田誠さん
ところ　東京女子医大看護学部大東キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　300円
※電話・FAX（講座名・氏名・
住所・電話番号を明記）で
申し込み（申込順）

●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　吉岡彌生の日常を知るための材料とし
て、当時の建物に関する資料や愛用品など
を中心に紹介しています。学校、病院、自
宅など場所によって多様に変化する日常
を想像しながら、彼女が生きた風景をご覧
ください。

●【夏のイベントデー】※入館無料
　8/21（日）10：00～15：30
　館内案内・スタンプラリー・救命救急な
ど、記念館のボランティアによるおもてな
しイベントです。

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　9/21（水）10：00～11：30
●たまり～な出張相談
　（　東部ふくしあ ☎61-2900）
　9/7（水）10：00～12：00
●中部ふくしあ（☎28-9713)
　9/14（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　9/6（火）9：30～11：30
●さんりーな出張相談
　（　西部ふくしあ ☎29-5977）
　9/21（水）9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　9/7（水）9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　9/8（木）9：30～11：30
●とうもんの里出張相談
　（　 大須賀ふくしあ ☎48-1007）
　9/23（金）10：00～12：00
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（土）

静岡県労働法セミナー
（コース別）
　　西部県民生活センター
（☎053-458-7243）

健康ステップアップ教室
（全7回）
　　保健予防課（☎23-8111）

市民テニス大会（ダブルス）
①一般の部②110歳の部
　　南体育館し～すぽ
（☎28-8710・FAX28-8711）

医療市民講座
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

①9/5（月）～16（金）全6回
②9/21（水）～10/12（水）
全9回
生涯学習センター（御所原）

①9/7（水）②9/15（木）
③10/6（木）
10：00～16：30
浜松総合庁舎（浜松市西区）
9/10（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

9/22（木・祝）8：00～
予備日9/25（日）
大東総合運動場（国安）

9/16（金）・29（木）、10/13（木）
・27（木）、11/10（木）・25（金）、
12/9（金）13：30～15：30
（10/13は9：30～12：30）
徳育保健センター（御所原）

県内在住で、
ハローワークに
求職登録中の
55歳以上
受講無料　　　　　　　　　　

労働問題に関心
のある方
各回30人程度
受講無料

どなたでも
受講無料

40～64歳（全
回参加できる
方優先）20人
500円程度
（材料費）
市内在住または
勤務する方を含
むペア
①20組②10組
2,000円

①福祉住環境コーディネーター②事務スタッフの講
習。全日程の受講が必須。②はパソコンの基礎やビ
ジネスマナーを学びます。申し込み後、①8/30
（火）②9/13（火）の選考会で受講者を決定します。
　日程、申込方法などはお問い合わせください。

①は労働法制、②は多様な働き方、③は労務管理・
職場環境について解説。コースは選択制です。
　8/19（金）17：00までに申し込み（申込順）
申込方法などはお問い合わせください。
①「難治・進行消化器がんへの挑戦」外科：京兼医師
②「白内障について」眼科：土屋医師
　直接会場へ

トランポビクス体験、ウォーキング教室、ふじ33プロ
グラム、栄養講話、筋肉量測定、調理実習、お口ケア
など
　9/14（水）までに電話で申し込み（申込順）

②女性は15歳のハンディあり。申込書はし～すぽ・
大東総合運動場・大東北運動場・いこいの広場・安養
寺・さんりーなにあります（休業日要確認）。
　9/11（日）までに、申込書をし～すぽへFAXまた
は上記施設へ直接提出で申し込み

シルバー技能講習会
※厚生労働省委託事業
　静岡労働局
（☎054-271-9972）
　　日建学院浜松校
（☎053-546-1077）

9/24（土）9：30～11：30
大須賀支所南館2階
（西大渕）

9/24（土）9：00～15：00
（7：30～8：30受付）小雨決行
シートピア（国安）受付
※駐車場はシートピア東側
（ビーチスポーツ公園北側）

9/28（水）～12/21（水）の
毎週水曜日（11/23（水・祝）除く）
①9：30～11：30
　さんりーな（大池）ほか
②13：30～15：30  大東市
　民交流センター（三俣）ほか

どなたでも
100人
参加無料

どなたでも
300人
300円
小学生以下無料
（保護者同伴）

介護認定を受
けていない65
～74歳（H28.
4.1現在）
各20人
参加無料

手続きの流れや期限など、相続の基本を学びます。
持ち物　飲み物、筆記用具
　8/13（土）～9/14（水）に電話、FAXまたは来館
で申し込み（月曜休館）
①18㎞コース（シャトルバスで石津駅へ～石津駅ス
タート～各軽便駅～シートピア）
②12㎞コース（シートピアスタート～各軽便駅跡
（大東区域のみ）～シートピア
　9/16（金）までに電話で申し込み（申込順。当日
会場申し込みも可）

全回参加できる方が対象。認知症予防や転倒予防
の効果が期待できる「スクエアステップ」を取り入
れた教室です。
　8/17（水）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）

聞きかじり相続のきほん教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

第7回だいとう・おおすか
軽便ロマンウォーク
　　掛川観光協会
大東支部・大須賀支部
（商業観光課内☎21-1149）

健やかステップ
「脳と身体の若返り教室」
　　高齢者支援課
（☎21-1142）

せん
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小学生以上
15人
500円

がん患者や家族
参加無料

どなたでも
500円（材料費）/回

月齢3か月～1歳
3か月の親子15組
4,200円（6回分）

9/10（土）13：30～16：30
たまり～な（満水）

9/14・28、10/5・19、11/2・16
の水曜日9：45～10：30
生涯学習センター（御所原）

9/16、11/18の金曜日
13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

9/17、10/22の土曜日
13：30～16：00
生涯学習センター（御所原）

腹式呼吸で血流を良くし、精神力を高めま
しょう。
　電話で申し込み（申込順）
楽器や小道具を使ってさまざまな音楽を体
感しよう。
　8/22（月）～電話で申し込み（申込順）

患者・家族同士の交流や情報交換、医療関
係者によるミニレクチャー
　直接会場へ

初心者、関心のある方歓迎。四季折々の盆
栽・山草作りを学びます。
　電話で申し込み

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

スポーツ吹矢体験会
　日本スポーツ吹矢協会・
細野（☎090-4184-0148）
0歳児のための音楽教室
「マンマ・ミュウ・サローネ」
　大庭（☎090-4853-1388）

園芸教室
　掛川盆栽山草会・浅井
（☎23-0039）

がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5000（代））

助成を受けるためには、申請を行い
受給者証の発行が必要です。下記に該
当する方で申請をしていない方は手続
きをお願いします。
また、現在受給中の方は所得確認の

ための申請が毎年必要です。更新の案
内を8月上旬に送付しますので、手続
きをお願いします。
対象　
●身体障害者手帳1・2級、および内部
障害3級をお持ちの方

●療育手帳A判定をお持ちの方
●精神障害者保健福祉手帳1級をお
持ちの方

●特別児童扶養手当1級の障がいと
認定されている児童

※一定の所得以上の方は、助成の対
象とならず受給者証が発行されな
い場合があります。また、障がい要
件により助成の対象となる医療行
為に制限が設けられる場合があり
ます。
持ち物
　①対象の手帳または特別児童扶養
手当証書②保険証③本人名義の通
帳④印鑑

現況届は受給資格を確認するため
に重要なものです。該当する方へ書類
を送付しますので、期間内に手続きを
お願いします。
受付場所
　市役所1階こども希望課こども家庭
係、大東・大須賀各ふくしあ
受付日時　8月12日（金）まで午前8
時30分～午後5時15分（市役所の
み木曜日は午後7時まで）
■ひとり親家庭子育てサポート事業
ひとり親家庭の方が対象事業を利

用した際の利用料を助成します。
対象事業
　①保育園延長保育事業（利用料の2
分の1助成）②ファミリー・サポート・
センター事業（利用料の2分の1助
成）③放課後児童健全育成事業（社
協委託以外。月額3,000円助成）

※詳しくはお問い合わせください。

児童扶養手当現況届の
提出は期間内に

　こども希望課（☎21-1144）■吹付けアスベスト対策支援制度
吹付けアスベストなどの飛散による

健康被害を防止するため、静岡県が設
けている含有調査者の無料派遣は、
今年度で終了予定です。積極的な活
用をご検討ください。
また、吹付けアスベスト除去など

の対策工事を希望する方は事前にご
相談ください。
■がけ地近接等危険住宅移転事業
危険ながけ地付近に建つ住宅の安

全な場所への移転を支援します。
・危険住宅の除却費、危険住宅に変
わる住宅の建物助成費など（補助
額など条件あり）

・平成29年度以降に事業実施を希望
する場合、対象となる住宅要件や補
助額などについてはあらかじめご
相談ください。

建築物に関わる支援制度
　 都市政策課（☎21-1152）

終戦後に外地から引き揚げてきた
方へ、税関などに預けた通貨や証券な
どをお返ししていますが、引き取り手
がなく保管されているものが多数あ
ります。返還請求は、家族でもできま
す。お心当たりの方は、気軽にお問い
合わせください。

終戦当時の引き揚げ者へ
通貨・証券などを返還しています
　 清水税関支署御前崎出張所
（☎0548-63-6343）

落雷や台風などの強風による飛来
物で電線が切れて垂れ下がることが
あります。感電するおそれがあるた
め、切れた電線を見つけたときは触ら
ずに中部電力へご連絡ください。

切れた電線を見つけたら
触らずに連絡を

　中部電力㈱掛川営業所
（☎0120-985-240）

重度心身障害者
医療費助成のご案内
　　 福祉課（☎21-1139）

この夏、ちょっとエアコンを止めて、
鈴虫の音色で暑さをしのいでみませ
んか。
対象　市内の一般家庭200世帯
※1世帯あたり8匹程度
配布日　8月16日（火）・17日（水）
　午前9時～午後4時
配布場所　市役所2階環境政策課
持ち物　飼育ケースなど入れ物
申込方法　8月12日（金）までに電話
またはEメールで申し込み（申込順）

鈴虫を配布します
　　環境政策課（☎21-1218）
kankyo@city.kakegawa.shizuoka.jp

市有形文化財「竹の丸」を、講演会
や会議、サークル活動、食事会（要予
約。弁当の手配あり）などに利用でき
ます。貸出対象は6部屋。利用料金な
ど詳しくはお問い合わせください。

竹の丸の部屋を貸し出します
　　 竹の丸（☎22-2112）

肉の生食・加熱不足に
よる食中毒に注意

　 保健予防課（☎23-8111）

市県民税第2期、国民健康
保険税第2期の納期限は
9月5日（月）です
　納税課（☎21-1206）

夏は細菌による食中毒が発生しや
すい季節です。牛肉や鶏肉などに付着
する「腸管出血性大腸菌（O-157な
ど）」や「カンピロバクター」など、抵
抗力の弱い子どもや妊婦、高齢者は
特に注意が必要です。肉の生食、加熱
不足は避けましょう。

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

～納税は口座振替が便利です～

埋蔵文化財センター
8月は日曜日も開館します
　社会教育課（☎21-1158）

竹の丸　貸室 検索

下記開館日に限り「勾玉作り」「火
起こし」を体験できます。職員による
展示の解説も行います。展示室では
「遠江の今川氏」のパネル展を開催し
ています。
とき　8月7日・14日・21日・28日の日曜日
　午前10時～午後4時（勾玉作りの受
付は午後3時まで）

ところ　埋蔵文化財センター（千羽）
対象　どなたでも
申込方法　直接会場へ（参加無料）

まがたま

8/10・24、9/7・21、10/5の
水曜日①9：30②10：50
シオーネ（大坂）

8/11（木・祝）9：00～14：00
小笠池・小笠神社周辺
小笠神社駐車場集合・小雨決行
8/14（日）9：00～14：00
9：00大東北公民館（下土方）
集合

8/14（日）10：00～12：00ころ
いいとこ広場（大和田）

8/24（水）13：00～17：00
市役所4階会議室

8/26（金）～28（日）9：00～
17：00（28日は15：00まで）
中央図書館（掛川）

8/27（土）9：00～12：00
9：00竹の丸（掛川）集合

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

筋力を意識した運動で健康的な女性を目指
します。詳しくはお問い合わせください。
　電話またはEメールで申し込み（申込順）

講師は「里山を歩く会」の会員
持ち物　昼食、飲み物、懐中電灯
　直接会場へ
小笠山砦から富士山を眺めよう。
持ち物　歩きやすい服装、昼食、飲み物
　電話で申し込み（申込順）

保護者同伴でお願いします。川遊びや鮎の
つかみ取り（先着50人）を楽しめます。
　直接会場へ
プロの貿易アドバイザーが、個別面談で相
談に応じます。初心者の方も気軽にご相談
ください。
　電話で申し込み（申込順）

大戦の記録写真や戦時物品の展示、戦争記
録映画の上映
　直接会場へ
竹の丸を出発、龍華院、掛川城を案内します。
持ち物　タオル、飲み物、歩きやすい服装
　直接竹の丸へ

ストレッチ&ウォーキング
　堺（☎090-2135-3677）
love_walking@icloud.com

小笠山で自然観察会
　小笠山を愛する協議会・
中山（☎090-8862-0533）

原野谷川漁協夏祭り
　東堂（☎23-3091）

貿易相談会
　ジェトロ浜松
（☎053-450-1021）

県民の日おもてなしイベント
　掛川観光ボランティアガイド・
安藤（☎72-5637）

非核平和都市宣言「アクション6」
　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）

県民の日・小笠山砦ウォーキング
　高天神城観光ボランティアの会・
大石（☎24-2435）

女性5人/回
初回1,500円、
2回目～
　1,000円/回
自己責任で参加で
きる方どなたでも
参加無料

どなたでも
参加無料

小学生以下
500円（鮎つか
み取り希望者）
どなたでも
（企業・個人問
わず）3社
相談無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加無料

一般30人
5,000円
（半日は2,500円）
起業を考えている、
創業まもない女性
20人/回
500円/回

9/25（日）10：00～16：00ころ
B&G海洋センター（大池）

9/27（火）10：00～12：00
H29/2月まで月1回
掛川グランドホテル（亀の甲）

講師は中健次郎さん。健康増進効果の高い
気功法を学びます。
　電話で申し込み（申込順）
創業に必要な知識習得や情報交換を行う女
性限定の交流会。詳しくはホームページ
（http://www.kakegawa-cci.or.jp）参照
　電話で申し込み（申込順）

気功講習会
　内藤（☎24-1256）

Kステ・女性創業サロン
　掛川商工会議所
（☎22-5151）

とりで
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小学生以上
15人
500円

がん患者や家族
参加無料

どなたでも
500円（材料費）/回

月齢3か月～1歳
3か月の親子15組
4,200円（6回分）

9/10（土）13：30～16：30
たまり～な（満水）

9/14・28、10/5・19、11/2・16
の水曜日9：45～10：30
生涯学習センター（御所原）

9/16、11/18の金曜日
13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

9/17、10/22の土曜日
13：30～16：00
生涯学習センター（御所原）

腹式呼吸で血流を良くし、精神力を高めま
しょう。
　電話で申し込み（申込順）
楽器や小道具を使ってさまざまな音楽を体
感しよう。
　8/22（月）～電話で申し込み（申込順）

患者・家族同士の交流や情報交換、医療関
係者によるミニレクチャー
　直接会場へ

初心者、関心のある方歓迎。四季折々の盆
栽・山草作りを学びます。
　電話で申し込み

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

スポーツ吹矢体験会
　日本スポーツ吹矢協会・
細野（☎090-4184-0148）
0歳児のための音楽教室
「マンマ・ミュウ・サローネ」
　大庭（☎090-4853-1388）

園芸教室
　掛川盆栽山草会・浅井
（☎23-0039）

がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5000（代））

助成を受けるためには、申請を行い
受給者証の発行が必要です。下記に該
当する方で申請をしていない方は手続
きをお願いします。
また、現在受給中の方は所得確認の

ための申請が毎年必要です。更新の案
内を8月上旬に送付しますので、手続
きをお願いします。
対象　
●身体障害者手帳1・2級、および内部
障害3級をお持ちの方

●療育手帳A判定をお持ちの方
●精神障害者保健福祉手帳1級をお
持ちの方

●特別児童扶養手当1級の障がいと
認定されている児童

※一定の所得以上の方は、助成の対
象とならず受給者証が発行されな
い場合があります。また、障がい要
件により助成の対象となる医療行
為に制限が設けられる場合があり
ます。
持ち物
　①対象の手帳または特別児童扶養
手当証書②保険証③本人名義の通
帳④印鑑

現況届は受給資格を確認するため
に重要なものです。該当する方へ書類
を送付しますので、期間内に手続きを
お願いします。
受付場所
　市役所1階こども希望課こども家庭
係、大東・大須賀各ふくしあ
受付日時　8月12日（金）まで午前8
時30分～午後5時15分（市役所の
み木曜日は午後7時まで）
■ひとり親家庭子育てサポート事業
ひとり親家庭の方が対象事業を利

用した際の利用料を助成します。
対象事業
　①保育園延長保育事業（利用料の2
分の1助成）②ファミリー・サポート・
センター事業（利用料の2分の1助
成）③放課後児童健全育成事業（社
協委託以外。月額3,000円助成）

※詳しくはお問い合わせください。

児童扶養手当現況届の
提出は期間内に

　こども希望課（☎21-1144）■吹付けアスベスト対策支援制度
吹付けアスベストなどの飛散による

健康被害を防止するため、静岡県が設
けている含有調査者の無料派遣は、
今年度で終了予定です。積極的な活
用をご検討ください。
また、吹付けアスベスト除去など

の対策工事を希望する方は事前にご
相談ください。
■がけ地近接等危険住宅移転事業
危険ながけ地付近に建つ住宅の安

全な場所への移転を支援します。
・危険住宅の除却費、危険住宅に変
わる住宅の建物助成費など（補助
額など条件あり）

・平成29年度以降に事業実施を希望
する場合、対象となる住宅要件や補
助額などについてはあらかじめご
相談ください。

建築物に関わる支援制度
　 都市政策課（☎21-1152）

終戦後に外地から引き揚げてきた
方へ、税関などに預けた通貨や証券な
どをお返ししていますが、引き取り手
がなく保管されているものが多数あ
ります。返還請求は、家族でもできま
す。お心当たりの方は、気軽にお問い
合わせください。

終戦当時の引き揚げ者へ
通貨・証券などを返還しています
　 清水税関支署御前崎出張所
（☎0548-63-6343）

落雷や台風などの強風による飛来
物で電線が切れて垂れ下がることが
あります。感電するおそれがあるた
め、切れた電線を見つけたときは触ら
ずに中部電力へご連絡ください。

切れた電線を見つけたら
触らずに連絡を

　中部電力㈱掛川営業所
（☎0120-985-240）

重度心身障害者
医療費助成のご案内
　　 福祉課（☎21-1139）

この夏、ちょっとエアコンを止めて、
鈴虫の音色で暑さをしのいでみませ
んか。
対象　市内の一般家庭200世帯
※1世帯あたり8匹程度
配布日　8月16日（火）・17日（水）
　午前9時～午後4時
配布場所　市役所2階環境政策課
持ち物　飼育ケースなど入れ物
申込方法　8月12日（金）までに電話
またはEメールで申し込み（申込順）

鈴虫を配布します
　　環境政策課（☎21-1218）
kankyo@city.kakegawa.shizuoka.jp

市有形文化財「竹の丸」を、講演会
や会議、サークル活動、食事会（要予
約。弁当の手配あり）などに利用でき
ます。貸出対象は6部屋。利用料金な
ど詳しくはお問い合わせください。

竹の丸の部屋を貸し出します
　　 竹の丸（☎22-2112）

肉の生食・加熱不足に
よる食中毒に注意

　 保健予防課（☎23-8111）

市県民税第2期、国民健康
保険税第2期の納期限は
9月5日（月）です
　納税課（☎21-1206）

夏は細菌による食中毒が発生しや
すい季節です。牛肉や鶏肉などに付着
する「腸管出血性大腸菌（O-157な
ど）」や「カンピロバクター」など、抵
抗力の弱い子どもや妊婦、高齢者は
特に注意が必要です。肉の生食、加熱
不足は避けましょう。

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

～納税は口座振替が便利です～

埋蔵文化財センター
8月は日曜日も開館します
　社会教育課（☎21-1158）

竹の丸　貸室 検索

下記開館日に限り「勾玉作り」「火
起こし」を体験できます。職員による
展示の解説も行います。展示室では
「遠江の今川氏」のパネル展を開催し
ています。
とき　8月7日・14日・21日・28日の日曜日
　午前10時～午後4時（勾玉作りの受
付は午後3時まで）

ところ　埋蔵文化財センター（千羽）
対象　どなたでも
申込方法　直接会場へ（参加無料）

まがたま

8/10・24、9/7・21、10/5の
水曜日①9：30②10：50
シオーネ（大坂）

8/11（木・祝）9：00～14：00
小笠池・小笠神社周辺
小笠神社駐車場集合・小雨決行
8/14（日）9：00～14：00
9：00大東北公民館（下土方）
集合

8/14（日）10：00～12：00ころ
いいとこ広場（大和田）

8/24（水）13：00～17：00
市役所4階会議室

8/26（金）～28（日）9：00～
17：00（28日は15：00まで）
中央図書館（掛川）

8/27（土）9：00～12：00
9：00竹の丸（掛川）集合

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

筋力を意識した運動で健康的な女性を目指
します。詳しくはお問い合わせください。
　電話またはEメールで申し込み（申込順）

講師は「里山を歩く会」の会員
持ち物　昼食、飲み物、懐中電灯
　直接会場へ
小笠山砦から富士山を眺めよう。
持ち物　歩きやすい服装、昼食、飲み物
　電話で申し込み（申込順）

保護者同伴でお願いします。川遊びや鮎の
つかみ取り（先着50人）を楽しめます。
　直接会場へ
プロの貿易アドバイザーが、個別面談で相
談に応じます。初心者の方も気軽にご相談
ください。
　電話で申し込み（申込順）

大戦の記録写真や戦時物品の展示、戦争記
録映画の上映
　直接会場へ
竹の丸を出発、龍華院、掛川城を案内します。
持ち物　タオル、飲み物、歩きやすい服装
　直接竹の丸へ

ストレッチ&ウォーキング
　堺（☎090-2135-3677）
love_walking@icloud.com

小笠山で自然観察会
　小笠山を愛する協議会・
中山（☎090-8862-0533）

原野谷川漁協夏祭り
　東堂（☎23-3091）

貿易相談会
　ジェトロ浜松
（☎053-450-1021）

県民の日おもてなしイベント
　掛川観光ボランティアガイド・
安藤（☎72-5637）

非核平和都市宣言「アクション6」
　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）

県民の日・小笠山砦ウォーキング
　高天神城観光ボランティアの会・
大石（☎24-2435）

女性5人/回
初回1,500円、
2回目～
　1,000円/回
自己責任で参加で
きる方どなたでも
参加無料

どなたでも
参加無料

小学生以下
500円（鮎つか
み取り希望者）
どなたでも
（企業・個人問
わず）3社
相談無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加無料

一般30人
5,000円
（半日は2,500円）
起業を考えている、
創業まもない女性
20人/回
500円/回

9/25（日）10：00～16：00ころ
B&G海洋センター（大池）

9/27（火）10：00～12：00
H29/2月まで月1回
掛川グランドホテル（亀の甲）

講師は中健次郎さん。健康増進効果の高い
気功法を学びます。
　電話で申し込み（申込順）
創業に必要な知識習得や情報交換を行う女
性限定の交流会。詳しくはホームページ
（http://www.kakegawa-cci.or.jp）参照
　電話で申し込み（申込順）

気功講習会
　内藤（☎24-1256）

Kステ・女性創業サロン
　掛川商工会議所
（☎22-5151）

とりで
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

市民一般
3,000円/6か月

どなたでも
受講無料

9/9（金）から毎月第2金曜日
13：30～15：30
中央図書館（掛川）
毎週水曜日18：00～19：00
大須賀市民交流センター
（西大渕）

講師の勝田敏勝さんの解説で、古典を学び
ます。
　電話で申し込み

空手による護身術の習得
　電話で申し込み

護身のための空手
　竹田（☎48-2788）

「おくのほそ道」を読んでみ
ませんか
　桑原（☎23-3024）

制作者や来場者とふれあいながら、
芸術の秋の一日を過ごしませんか。
とき　①写真・書道・ノンジャンル部
門：9月17日（土）～25日（日）②絵
画・彫刻・手工芸部門：10月15日
（土）～23日（日）いずれも午前9時
～午後1時、午後1時～5時

ところ　①大日本報徳社（掛川）
　　　  ②大東図書館（大坂）
内容　展示作品や会場の保安など
募集人員　各日各時間帯2人
応募資格　心身ともに健康な方
応募方法　8月31日（水）までに電話
で申し込み（申込順）
■市民芸術祭出品作品も募集中
出品票提出期限　8月19日（金）
※詳しくは、市役所、大東・大須賀支
所、生涯学習センター、シオーネ、大
須賀中央公民館にある募集要項
（兼作品出品票）

　または市ホームページ
　をご覧ください。　

掛川市民芸術祭
ボランティアスタッフ募集
　　文化振興課（☎21-1126）

募集団地　大池第4（1戸）、大池第6
（1戸）、十九首（2戸）、仁藤（2戸）
入居資格　所得、家族構成など条件あ
り。詳しくはお問い合わせください。
申込期間　8月15日（月）～31日（水）
抽選日　申込多数のときは抽選（9月
8日（木）午後6時～（予定））
入居可能日　11月1日（火）
※申し込みがない場合は引き続き随
時受け付け

市営住宅入居者募集
　　 都市政策課（☎21-1152）

食材や調理方法などに環境への配
慮を取り入れた、オリジナルのレシピ
を募集します。
応募期間　8月1日（月）～10月31日（月）
応募方法　応募用紙は市役所2階環
境政策課窓口またはホームページ
で配布。郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）で申し込み

※受賞者は平成29年2月4日（土）開
催（予定）の「環境を考える市民の
集い」で表彰します（副賞あり）。

エコクッキングのレシピ
募集・コンテスト開催

　　環境政策課（☎21-1218）

給与を受け取りながら、介護の資格
取得、職場実習、就職支援を受けられ
る実習生を募集します。参加無料。
研修場所　静岡・藤枝・掛川・浜松など
の各市
対象・募集人員　県内在住で介護の
資格をもっていない方、各所12人
雇用期間　9月1日以降最長4か月（実
習後は直接雇用）
時給　900円
参加説明会
・浜松会場①8月19日（金）・②25日（木）
・静岡会場①8月17日（水）・②23日（火）
①は午前10時～、②は午後1時～
※詳しくはお問い合わせください。

報徳仕法からまちづくり・ひとづく
りを学びます。二宮尊徳ゆかりの全国
17市町村のみなさんと、これからのま
ちづくりに必要な取り組みを学んでみ
ませんか。
期間　10月7日（金）～8日（土）
場所　福島県南相馬市
定員　20人（申込順）
参加料　バス代・宿泊代など。詳しく
はお問い合わせください。
問い合わせ先
・報徳サミットについては文化振興課
・ツアーについては静鉄観光サービ
ス㈱（☎24-4991・FAX22-0143）
申込方法　9月5日（月）までに静鉄観
光サービス㈱へ電話またはFAXで
申し込み

全国報徳サミット参加者募集
　 文化振興課（☎21-1126）

採用予定人員・受験資格
　電気職員（1人）25～35歳
　第二種電気主任技術者資格など
職務内容　電気工事の設計・監督およ
び水道施設の維持管理など
申込方法　9月1日（木）～26日（月）
に申込書と履歴書を提出

※詳しくは、お問い合わせいただくか
ホームページ（http：//www.oigawakoiki.

　or.jp）をご覧ください。

学科　看護学科（修業年限3年）
募集人員　推薦入試と合わせて30人
対象　大学・短期大学卒業（見込み）
を含む高卒既卒の方
受験資格　①昭和60年4月2日以降に
生まれた方②平成28年3月以前に、
管内6市町（磐田、掛川、袋井、御前
崎、菊川、森）および管内に隣接す
る市（浜松、島田、牧之原）に所在す
る高等学校を卒業した方③合格し
た場合、必ず入学する方④卒業後、
管内の医療機関に就業する意思を
もつ方
試験日・会場　11月4日（金）東海アク
シス看護専門学校
応募方法　9月29日（木）～10月14日
（金）午後5時まで（必着）に願書を
直接または簡易書留（〒437-0033
袋井市上田町267-30）で提出

※詳しくはお問い合わせいただくか、
学校ホームページ（http：//www4.tokai.

　or.jp/axis-ns/）をご覧ください。

就職や進学、仕事でお悩みの方に、
専攻科への入学相談を行います。入
学すると3年間で、あん摩マッサージ
指圧師、はり師、きゅう師の国家試験
の受験資格が取得できます。
対象　高校卒業資格（見込み）をも
ち、両眼の矯正視力が0.3未満の
方、視力以外で高度の障がい（視野
異常など）がある方、疾患などで将
来視覚障がいになる恐れのある方
願書配布　平成29年1月中旬
入学試験　平成29年3月3日（金）
入学時期　平成29年4月
※応募方法など詳しくはお問い合わ
せください。

社会人対象
平成29年度入学生募集
　　東海アクシス看護専門学校総務課
（☎0538-43-8111）

浜松視覚特別支援学校
高等部入学相談

　　県立浜松視覚特別支援学校
高等部専攻科入学相談係
（☎053-436-1261）

出会いや子育てのすばらしさを広
く伝える短歌を募集します。
募集期間　8月1日（月）～9月30日（金）
募集部門　一般の部、ジュニアの部
応募資格　どなたでも
審査員　歌人：俵万智さん、田中章義さん
応募方法　郵送（〒422-8061静岡市
駿河区森下町3-6株式会社エイエ
イピー内あいのうた事務局）、FAX
（054-284-6330）または専用ホー
ムページ（http://www.ainouta-

　shizuoka.jp）で応募
※詳しくはお問い合わせください。

「あいのうた～出会いから
子育てまでの短歌

コンテスト～」作品募集
　県健康福祉部こども未来課
（☎054-221-3546）

平成29年4月1日採用
職員（職務経験者）募集
　　静岡県大井川広域水道企業団・
総務課（☎0547-32-0136）

平成28年7月14日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 224 6,166,180
 法人 330 169,659,338
 団体 179 9,785,874
 合計 733 185,611,392

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）
北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）

（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）

8/ 6 （土）
 7 （日）
 11 （木・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）

8/ 6 （土）
 7 （日）
 11 （木・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）

静岡県介護人材育成事業
雇用型実習生1期生募集
　県健康福祉部介護保険課
（☎054-221-2314）
　㈱東海道シグマ介護事業部
（☎054-255-4259）
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料
）

■世界の恒久平和を願い黙祷をささげましょう
　　企画政策課（☎21-1127）
とき　8月 6日（土） 午前8時15分
 9日（火） 午前11時02分
 15日（月） 正午（同報無線を停止）
※いずれも1分間

■平成28年度  掛川市戦没者追悼式
　　福祉課（☎21-1140）
とき　8月15日（月）午前9時受付  9時30分開式
ところ　生涯学習センター  ホール（御所原）
内容　慰霊のことば、遺児のことば、献花など

■平成28年度  掛川市平和祈念式
　　企画政策課（☎21-1127）
とき　8月15日（月）市戦没者追悼式終了後
　午前11時～正午
ところ　生涯学習センター  ホール
内容　広島市平和記念式典参加中学生による発表、
　前年度「平和を考える自由研究」優秀者の作文発表、
　戦争語り部の講話

とう
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

市民一般
3,000円/6か月

どなたでも
受講無料

9/9（金）から毎月第2金曜日
13：30～15：30
中央図書館（掛川）
毎週水曜日18：00～19：00
大須賀市民交流センター
（西大渕）

講師の勝田敏勝さんの解説で、古典を学び
ます。
　電話で申し込み

空手による護身術の習得
　電話で申し込み

護身のための空手
　竹田（☎48-2788）

「おくのほそ道」を読んでみ
ませんか
　桑原（☎23-3024）

制作者や来場者とふれあいながら、
芸術の秋の一日を過ごしませんか。
とき　①写真・書道・ノンジャンル部
門：9月17日（土）～25日（日）②絵
画・彫刻・手工芸部門：10月15日
（土）～23日（日）いずれも午前9時
～午後1時、午後1時～5時

ところ　①大日本報徳社（掛川）
　　　  ②大東図書館（大坂）
内容　展示作品や会場の保安など
募集人員　各日各時間帯2人
応募資格　心身ともに健康な方
応募方法　8月31日（水）までに電話
で申し込み（申込順）
■市民芸術祭出品作品も募集中
出品票提出期限　8月19日（金）
※詳しくは、市役所、大東・大須賀支
所、生涯学習センター、シオーネ、大
須賀中央公民館にある募集要項
（兼作品出品票）

　または市ホームページ
　をご覧ください。　

掛川市民芸術祭
ボランティアスタッフ募集
　　文化振興課（☎21-1126）

募集団地　大池第4（1戸）、大池第6
（1戸）、十九首（2戸）、仁藤（2戸）
入居資格　所得、家族構成など条件あ
り。詳しくはお問い合わせください。
申込期間　8月15日（月）～31日（水）
抽選日　申込多数のときは抽選（9月
8日（木）午後6時～（予定））
入居可能日　11月1日（火）
※申し込みがない場合は引き続き随
時受け付け

市営住宅入居者募集
　　 都市政策課（☎21-1152）

食材や調理方法などに環境への配
慮を取り入れた、オリジナルのレシピ
を募集します。
応募期間　8月1日（月）～10月31日（月）
応募方法　応募用紙は市役所2階環
境政策課窓口またはホームページ
で配布。郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）で申し込み

※受賞者は平成29年2月4日（土）開
催（予定）の「環境を考える市民の
集い」で表彰します（副賞あり）。

エコクッキングのレシピ
募集・コンテスト開催

　　環境政策課（☎21-1218）

給与を受け取りながら、介護の資格
取得、職場実習、就職支援を受けられ
る実習生を募集します。参加無料。
研修場所　静岡・藤枝・掛川・浜松など
の各市
対象・募集人員　県内在住で介護の
資格をもっていない方、各所12人
雇用期間　9月1日以降最長4か月（実
習後は直接雇用）
時給　900円
参加説明会
・浜松会場①8月19日（金）・②25日（木）
・静岡会場①8月17日（水）・②23日（火）
①は午前10時～、②は午後1時～
※詳しくはお問い合わせください。

報徳仕法からまちづくり・ひとづく
りを学びます。二宮尊徳ゆかりの全国
17市町村のみなさんと、これからのま
ちづくりに必要な取り組みを学んでみ
ませんか。
期間　10月7日（金）～8日（土）
場所　福島県南相馬市
定員　20人（申込順）
参加料　バス代・宿泊代など。詳しく
はお問い合わせください。
問い合わせ先
・報徳サミットについては文化振興課
・ツアーについては静鉄観光サービ
ス㈱（☎24-4991・FAX22-0143）
申込方法　9月5日（月）までに静鉄観
光サービス㈱へ電話またはFAXで
申し込み

全国報徳サミット参加者募集
　 文化振興課（☎21-1126）

採用予定人員・受験資格
　電気職員（1人）25～35歳
　第二種電気主任技術者資格など
職務内容　電気工事の設計・監督およ
び水道施設の維持管理など
申込方法　9月1日（木）～26日（月）
に申込書と履歴書を提出

※詳しくは、お問い合わせいただくか
ホームページ（http：//www.oigawakoiki.

　or.jp）をご覧ください。

学科　看護学科（修業年限3年）
募集人員　推薦入試と合わせて30人
対象　大学・短期大学卒業（見込み）
を含む高卒既卒の方
受験資格　①昭和60年4月2日以降に
生まれた方②平成28年3月以前に、
管内6市町（磐田、掛川、袋井、御前
崎、菊川、森）および管内に隣接す
る市（浜松、島田、牧之原）に所在す
る高等学校を卒業した方③合格し
た場合、必ず入学する方④卒業後、
管内の医療機関に就業する意思を
もつ方
試験日・会場　11月4日（金）東海アク
シス看護専門学校
応募方法　9月29日（木）～10月14日
（金）午後5時まで（必着）に願書を
直接または簡易書留（〒437-0033
袋井市上田町267-30）で提出

※詳しくはお問い合わせいただくか、
学校ホームページ（http：//www4.tokai.

　or.jp/axis-ns/）をご覧ください。

就職や進学、仕事でお悩みの方に、
専攻科への入学相談を行います。入
学すると3年間で、あん摩マッサージ
指圧師、はり師、きゅう師の国家試験
の受験資格が取得できます。
対象　高校卒業資格（見込み）をも
ち、両眼の矯正視力が0.3未満の
方、視力以外で高度の障がい（視野
異常など）がある方、疾患などで将
来視覚障がいになる恐れのある方
願書配布　平成29年1月中旬
入学試験　平成29年3月3日（金）
入学時期　平成29年4月
※応募方法など詳しくはお問い合わ
せください。

社会人対象
平成29年度入学生募集
　　東海アクシス看護専門学校総務課
（☎0538-43-8111）

浜松視覚特別支援学校
高等部入学相談

　　県立浜松視覚特別支援学校
高等部専攻科入学相談係
（☎053-436-1261）

出会いや子育てのすばらしさを広
く伝える短歌を募集します。
募集期間　8月1日（月）～9月30日（金）
募集部門　一般の部、ジュニアの部
応募資格　どなたでも
審査員　歌人：俵万智さん、田中章義さん
応募方法　郵送（〒422-8061静岡市
駿河区森下町3-6株式会社エイエ
イピー内あいのうた事務局）、FAX
（054-284-6330）または専用ホー
ムページ（http://www.ainouta-

　shizuoka.jp）で応募
※詳しくはお問い合わせください。

「あいのうた～出会いから
子育てまでの短歌

コンテスト～」作品募集
　県健康福祉部こども未来課
（☎054-221-3546）

平成29年4月1日採用
職員（職務経験者）募集
　　静岡県大井川広域水道企業団・
総務課（☎0547-32-0136）

平成28年7月14日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 224 6,166,180
 法人 330 169,659,338
 団体 179 9,785,874
 合計 733 185,611,392

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）
北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）

（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）

8/ 6 （土）
 7 （日）
 11 （木・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）

8/ 6 （土）
 7 （日）
 11 （木・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）

静岡県介護人材育成事業
雇用型実習生1期生募集
　県健康福祉部介護保険課
（☎054-221-2314）
　㈱東海道シグマ介護事業部
（☎054-255-4259）
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■世界の恒久平和を願い黙祷をささげましょう
　　企画政策課（☎21-1127）
とき　8月 6日（土） 午前8時15分
 9日（火） 午前11時02分
 15日（月） 正午（同報無線を停止）
※いずれも1分間

■平成28年度  掛川市戦没者追悼式
　　福祉課（☎21-1140）
とき　8月15日（月）午前9時受付  9時30分開式
ところ　生涯学習センター  ホール（御所原）
内容　慰霊のことば、遺児のことば、献花など

■平成28年度  掛川市平和祈念式
　　企画政策課（☎21-1127）
とき　8月15日（月）市戦没者追悼式終了後
　午前11時～正午
ところ　生涯学習センター  ホール
内容　広島市平和記念式典参加中学生による発表、
　前年度「平和を考える自由研究」優秀者の作文発表、
　戦争語り部の講話

とう
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「第66回社会を明るくする運動」掛川市地
区推進大会が、東中体育館で開催され、掛川
市地区保護司会をはじめ、区長会連合会、教
育関係団体などから約350人が参加しました。
同運動は、犯罪や非行防止、罪を犯した人
の更生についての理解を深め、犯罪のない地
域社会を築こうとする全国的な活動。今年度、
掛川市は県モデル地区に選定されています。

▲大会宣言を読み上げる参加者代表や児童生徒ら

▲景観に配慮して茶色に変更された収集ネット

環境美化への功績たたえる
掛川花の会が環境大臣表彰6/20初公開の文化財多数

出土品で掛川の歴史学ぶ

▲初公開された星川窯跡の「ゆがんだ朝顔形はにわ」（手前）

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

犯罪のない社会を築こう!
「社会を明るくする運動」6/23

和田岡小でヤマハ発動機ラグビー部による
タグラグビー指導講座が行われ、市内小中学
校の教員ら20人が参加しました。
参加者は、講師のラグビー部員からパスの
仕方やタグの取り方などの基本を教わり、4
チームに分かれてゲームに挑戦。競技を通じ
て、経験が少ない子どもでも円滑にゲームを
進められる方法などを学びました。

▲体育館を駆け回りゲームを体験する教員ら

先生も覚えよう
ヤマハがタグラグビー指導 6/16 プラ容器収集ネットを茶色に

横須賀街道の景観に配慮

6/26

▲掛川特別支援学校児童らから花束を贈られる山本選手（右）

リオ・パラ五輪出場が内定した山本篤選手
の壮行会が、希望の丘で行われました。市民
約200人を前に山本選手は「世界記録を出し
金メダルをとりたい」と力強く話しました。
山本選手は、高校2年の時にバイクの事故
で左足を切断しましたが、陸上競技に出会い、
走り幅跳びで北京・パラ五輪銀メダルを獲得。
今年5月には世界新記録を出しました。

▲松井市長（右）に受賞を報告する花の会役員

山本選手壮行会
地球の裏側リオへ声援を!

6/23

佐束公民館で、「仲よし学校」が開催され
参加した佐束小児童30人がこの日、お寺に出
向いて座禅に挑戦しました。
この事業は、保護者と地域の方が主体とな
り運営。学年の異なる児童が共同生活を通じ
て協力・感謝・思いやりの心を育成すること
や、地域の教育力の向上を目的にしています。

▲お寺で座禅を体験する4～6年生の児童たち

背筋を伸ばし座禅体験
佐束仲よし学校

6/28

▲松井市長に誌稿を披露する良太郎さん（中）と文三さん（左）

掛川藩歴史資料「掛川誌稿」
山崎家当主らが寄贈 6/22~28

掛川藩の御用達を務めた豪商山崎家当主の
山崎良太郎さん（神奈川県）と弟の文三さん
（東京都）が掛川市役所を訪れ、江戸時代の
歴史資料「掛川誌稿」を市に寄贈しました。
掛川誌稿は、1805年ころに掛川藩・太田資
愛の命で調査、編さんが始まった藩の地誌で
全15巻。領地内の地理や歴史、経済などの詳
細を知る目的で作成されたものです。

すけ

ちか

市内の遺跡から出土した鏡や土器などを展
示する「出土文化財展」が、中央図書館生涯
学習ホールで開かれました。12回目となる今
回は、平成26年度に調査し、昨年度に整理を
行った遺跡の出土品や写真を中心に77点を紹
介。国指定史跡和田岡古墳群の一つ「瓢塚古
墳」から出土した約1,500年前の青銅鏡など、
初公開の資料が展示されました。

ひさごづか

景観形成重点地区に指定されている横須賀
地区の街道沿いで、プラスチック製容器包装
収集ネットを従来の青色から茶色に変更し、景
観に配慮する取り組みが始まりました。ネッ
トの色変更は市内で初めてとなります。
同地区では、「祢里の似合う街道の継承と
創造」をテーマに、建物の屋根の形状や色彩
などへの配慮を呼びかけています。

ね り

地域美化活動に取り組み続けている市民団
体「掛川花の会」（大石碩也会長）が、環境
大臣賞を受賞しました。同会の副会長が市役
所を訪問し、松井市長に受賞の喜びを報告し
ました。
花の会は昭和32年に発足。地域の公園や公
共施設の花壇の手入れ、花の講習会の開催な
ど、環境美化に貢献しています。

せき や

23 22
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所を訪問し、松井市長に受賞の喜びを報告し
ました。
花の会は昭和32年に発足。地域の公園や公
共施設の花壇の手入れ、花の講習会の開催な
ど、環境美化に貢献しています。
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▲清流で葛のぬめりをとる参加者ら

睦浜幼稚園で
南消防署による
花火教室が行わ
れ、園児43人が
参加しました。
家庭で火災予防
を意識してもら
おうと、市消防
本部が市内幼稚
園、保育園、幼
保園で毎年実施
しています。
園児は紙芝居
で花火の安全な
遊び方を学習。
シーツを煙に見
立てて火災時に
逃げる姿勢をと
るなど体を動かして学びました。園庭では、
消防士らが見守る中、園児が花火を手に持ち、
この日勉強した遊び方を実践しました。 ▲意見を交わす商工会議所青年部と市役所の職員

▲消防士から花火の安全な遊び方を
　教わる園児

ならここに来てね
北中アート部が協働事業7/3昭和54年から整備着手

待望の葛川下俣線全面開通7/5

▲葛川下俣線開通を祝って通り初めをする園児や関係者

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

6/30 官民でアイデア創出を
第2期「掛川風会議」始動

消防士さんに教わったよ!
睦浜幼で花火教室7/6

7/16

十九首・小鷹町地内で県と市が整備を進め
ていた都市計画道路「葛川下俣線」最終工区
の工事が完了し、現地で開通式が挙行されま
した。地権者や市関係者など約80人が出席
し、待望の全面開通をみんなで祝いました。
葛川下俣線は、葛川区から十九首・小鷹町
を結ぶ延長2.3㌔の道路。昭和54年から整備に
着手し、約37年越しの完成となりました。 ▲「ようこそ、ならここ」とていねいに描く部員たち

利用者に楽しんでもらおうと、北中学校
アート部16人がならここの里キャンプ場内で
シャワー棟の外壁に絵を描きました。この企
画は昨年5月と11月に続き3回目となります。
今回キャンバスになったのは西側と南側の
壁。部員がデザイン案を出し合って選んだ
メッセージや動物、テントの絵が、水性ペン
キで大きく描かれました。

▲山田教育長（手前中）から感謝状を受け取る市民団体代表ら

平成3年7月20日に開館した大須賀図書館が、
図書館活動団体や教育関係者、小学校図書委員
らを招き、25周年記念式典を開催しました。
横須賀高校郷土芸能部によるオープニング
セレモニーに続き、来賓あいさつ、図書館で
活動するグループや学校への感謝状贈呈が行
われました。また、図書館活動グループの郷
土研究会による講演会も開かれました。

　
　

　

掛川商工会議所青年部（YEG）と掛川市役
所の中堅職員による交流会「掛川風会議」の
第1回会合が、同会議所で開かれました。
同会議は昨年度に続いて2期目。地域活性
化に向けたアイデアを出し合おうと、双方か
ら合わせて19人が参加しました。参加者は5
～6人のグループに分かれ「安心して子育て
ができるまち」をテーマに意見交換しました。

市民団体や学校へ感謝状
大須賀図書館25周年を祝う7/17

▲会場内でマーチングバンドを披露する東高吹奏楽部

掛川駅前通りを歩行者天国にしたイベント
「かけがわバンドフェスティバル」（同実行
委員会主催）が開催されました。駅前通りに
にぎわいを創出しようというもので、今回で
5回目。バンド演奏をはじめ、掛川西高校ダ
ンス部などが突然踊り出す「フラッシュモブ」
や、掛川東高校吹奏楽部のマーチングバンドも
披露され、来場者を楽しませました。

地元高校生らが躍動
駅前でバンドフェスティバル

伝統の技や知識を次世代へ伝えようと取り
組んでいる市民団体「達人に学び伝える会」
（山中恵子会長）が、掛川の伝統工芸「葛布」
の繊維作り体験講座を開きました。参加者26
人は、市内で材料となる葛のつる草を刈り
取った後、桜木地区の上垂木川上流へ移動。
清流の中で表面のぬめりを取り、芯や表皮を
ていねいにむき取って原料を作り上げました。

くず

しん

ふ

7/15

▲安全祈願祭で鎌入れを行う松井市長

半世紀ぶりの校舎建替え
中央小校舎改築工事に着手

中央小学校新校舎建設工事の安全祈願祭
が、同校敷地内で行われ、学校関係者や近隣
住民、建設関係者ら約60人が出席しました。
総事業費は約16億5千万円。鉄筋コンク
リート造の3階建てで延べ床面積は4,742平方
㍍。教室の壁や昇降口の天井などに木材を使
用し、木のぬくもりいっぱいの校舎になりま
す。完成は平成29年秋ごろの予定です。

葛布継承の一助に
清流で繊維作りに挑戦

くず ふ

かぜ
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住民基本台帳人口 117,779人 （＋81） 58,878人（＋49） 58,901人（＋32） 43,309（＋71）
 日本人 114,115人 （＋32） 57,219人（＋24） 56,896人（＋  8） 41,475（＋27）
 外国人 3,664人 （＋49）   1,659人（＋25）   2,005人（＋24）   1,834（＋44）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（7月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市

つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

8
・
9
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 8/13（土）・28（日）、9/10（土）・25（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　8/23（火）、9/27（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　8/16（火）、9/20（火）9：15～13：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。
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）
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日
、
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下
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ロ
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か
れ
ま
し
た
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に
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ど
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平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」
を作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。 KAKEGAWA  WAY 検索

31
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前
、
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ー
ツ
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、
体
育
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進
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員
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。
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績
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。
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ニ
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ニ
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で
も
、
正
確
に
指
導
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
指
導
体
制
を
構

築
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

す

掛川市スポーツ推進委員生涯スポーツ部長。
昭和60年に前身となる体育指導員に就任し
て以来、スポーツ振興に尽力し、昨年11月
には全国スポーツ推進委員連合より30年勤
続表彰を受賞。推進委員は市の委嘱を受け
た24人が奮闘中。どこでも、誰でも楽しめ
るスポーツを提案し続けている。一緒に活
動する仲間を随時募集している。

中山武弘さん（上垂木）

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
広
め
、

笑
い
声
の
絶
え
な
い

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
広
め
、

笑
い
声
の
絶
え
な
い

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
。

韓国横城郡と
職員交流

「韓国との違いを比較し
　　  吸収していきたい」

フ ェ ン ソ ン グ ン

▲韓国から来掛した洪起　さん

　

平
成
23
年
11
月
に
姉
妹
都
市
提
携
の
協
定

を
締
結
し
た
韓
国
横
城
郡
か
ら
、
職
員
交
流

事
業
の
一
環
で
来
日
し
た
洪
起
　
さ
ん

（46）

が
、
6
月
か
ら
掛
川
市
役
所
で
仕
事
に
励
ん

で
い
ま
す
。
研
修
期
間
は
翌
年
3
月
31
日
ま

で
。
両
都
市
は
昨
年
10
月
に
行
政
研
修
生
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
合
意
書
を
締
結
し
、
今

年
度
は
お
互
い
一
人
ず
つ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

「
道
路
に
ご
み
も
違
法
駐
車
も
な
く
、
と

て
も
き
れ
い
。
生
涯
学
習
の
理
念
が
浸
透

し
、
自
分
の
街
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
意

識
が
高
い
で
す
ね
」
と
掛
川
の
第
一
印
象
を

話
す
洪
さ
ん
。
現
在
は
生
涯
学
習
協
働
推
進

課
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
の
業
務
を
体
験
し
て
回
り
、
日
本
や
掛

川
市
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
学
び
ま
す
。
「
仕

事
内
容
や
状
況
に
応
じ
て
、
韓
国
と
の
違
い

を
比
較
し
、
学
び
、
吸
収
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

最
後
に
「
横
城
郡
は
自
然
豊
か
で
韓
牛
が

有
名
。
滞
在
中
は
掛
川
牛
を
食
べ
た
り
、
富

士
山
に
登
っ
た
り
し
て
み
た
い
で
す
」
と
に

こ
や
か
に
語
り
ま
し
た
。

ホ
ン
ギ
ヨ
ン
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住民基本台帳人口 117,779人 （＋81） 58,878人（＋49） 58,901人（＋32） 43,309（＋71）
 日本人 114,115人 （＋32） 57,219人（＋24） 56,896人（＋  8） 41,475（＋27）
 外国人 3,664人 （＋49）   1,659人（＋25）   2,005人（＋24）   1,834（＋44）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（7月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市

つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

8
・
9
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 8/13（土）・28（日）、9/10（土）・25（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　8/23（火）、9/27（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　8/16（火）、9/20（火）9：15～13：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

マ
マ
の
笑
顔
が
み
ん
な
の
癒
し

奥
州
　m
a
m
a
☆
f
e
s

　2
0
1
6

▲ママの癒し空間のほかパパやキッズも
　めいっぱい楽しんだ
　　

　

奥
州
w
o
m
e
n
の
笑
顔
と
手
で
つ
く
る
癒
し

の
ひ
ろ
ば
「
奥
州
m
a
m
a
☆
f
e
s
2
0
1
6
」

（
奥
州
子
育
て
応
援
隊
・
宍
戸
直
美
代
表
主
催
）

が
6
月
19
日
、
水
沢
区
メ
イ
プ
ル
地
下
フ
ロ
ア
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
の
市

民
提
案
型
協
働
支
援
事
業
を
活
用
し
、
子
育
て
に

疲
れ
た
マ
マ
に
、
ヨ
ガ
や
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
癒
し
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

宍
戸
代
表
は
「
子
育
て
の
支
援
に
は
横
の
つ
な

が
り
が
大
切
。
マ
マ
友
が
い
て
も
井
戸
端
会
議
が

な
い
。
自
分
の
子
育
て
に
不
安
を
持
ち
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
マ
マ
を
支
え
た
い
」
と
話
し
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
作
り
上
げ
た
こ
の
フ
ェ
ス
。
来
年
の
開
催
に

意
欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

暑
い
夏
で
す
が
、
毎
年
静
か
に
黙

と
う
・
・
・
。
８
月
15
日
は
、
戦
没

者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
。

私
は
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で
す

が
、
漁
師
だ
っ
た
母
方
の
祖
父
は
、

物
資
を
運
ぶ
任
務
に
つ
き
北
硫
黄
島

沖
で
戦
死
。
父
方
の
祖
母
、
叔
母
、

叔
父
は
東
京
大
空
襲
で
犠
牲
に
な
っ

た
の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
近

な
で
き
ご
と
に
感
じ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
尊
い
命
の
犠
牲
を
悼
み
、
今

享
受
し
て
い
る
生
活
に
感
謝
し
、
平

和
な
世
界
を
願
う
一
日
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

（
森
）

平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」
を作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。 KAKEGAWA  WAY 検索

31
年
前
、
私
の
住
む
桜
木
地
区
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

で
し
た
が
、
体
育
指
導
員
（
推
進
委
員
の
前
身
）
が
不

在
で
し
た
。
中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
短
距
離
走
の

選
手
だ
っ
た
経
験
や
、
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育

部
員
と
し
て
の
実
績
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
長
が
私
を
市
に

推
薦
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

私
た
ち
委
員
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
で

き
る
ニ
ュ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
の
中
か
ら
、
掛
川
の
み
な
さ
ん

に
親
し
ん
で
も
ら
え
そ
う
な
競
技
を
選
び
、
講
座
を

通
じ
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
ち
ば
ん

の
成
功
と
感
じ
た
の
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
し
た

ね
。
初
め
て
の
講
習
は
た
っ
た
の
2
人
で
し
た
が
、
以

降
、
急
激
に
人
口
が
増
え
、
2
〜
3
年
で
協
会
が
立
ち

上
が
る
ま
で
に
成
長
し
た
の
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
よ
。

ニ
ュ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、
シ
ン
プ
ル
で
結
果
が
す
ぐ
に
出

ま
す
。
そ
の
一
喜
一
憂
す
る
姿
や
、
「
楽
し
か
っ
た
よ
」

の
一
言
が
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動
の
原
動
力
。
30
年
間
は
、
こ
れ
の
積
み

重
ね
だ
っ
た
と
思
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ま
す
。
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な
か
な
か
増
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な
い
と
い
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会

長
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と
き
、
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な
く
、
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ま
る
場
に
委
員
が
講
師
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し
て
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向
く
「
派
遣
事
業
」

を
始
め
ま
し
た
。
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ら
。
こ
れ
が
広
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り
、
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。
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づ
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り
の
お
手
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す
。
楽
し
く
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は
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介
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も
な
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ま

す
か
ら
。
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１
０
０
％
の
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が
な
け

れ
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な
指
導
は
で
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な
い
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と
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の
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の
ポ
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。
こ
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ま
で
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た
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ウ
ハ
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を
い
か
に
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え
て

い
く
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が
、
今
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の
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な
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で
す
。
そ
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め
、
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も
が
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で
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、
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に
指
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で
き
る
マ
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ル
作
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に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
指
導
体
制
を
構

築
し
、
ス
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の
普
及
に
努
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た
い
と
思
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ま
す
。
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に
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を
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と
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に
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で
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